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� 〈総説〉

腸内細菌叢に関する最近の洞察と運動

矢野　博己１），２），内田　昌孝２），Michael J. KREMENIK１），小柳　えり３）

１）川崎医療福祉大学医療技術学部健康体育学科，２）川崎医療福祉大学大学院医療技術学研究科健康科学専攻，
３）医薬基盤・健康・栄養研究所

Recent�insights�on�alteration�of�gut�microbiota�and�the�influence�of�exercise�on�it

Hiromi YANO１），２），Masataka UCHIDA２），Michael J. KREMENIK１），Eri OYANAGI３）

１）Department�of�Health�&�Sports�Science,�and�２）Division�of�Health�Science,�Kawasaki�University�of�Medical�Welfare
３）Department�of�Health�Promotion�and�Exercise,�National�Institutes�of�Biomedical�Innovation,�Health�and�Nutrition

Abstract
　Exercise�is�a�useful�tool�for�prevention�of�several�metabolic�disorders�（obesity,�diabetes,�fatty�liver,�heart�disease,�etc.）.�

Recently,� it�has�been� indicated�that�gut�microbiota� is�associated�with� these�disorders,�and� it�might� lead�to� improvement�

of� the� intestinal�environment.�Can�exercise� induce�a�preventive�effect� in�metabolic�disorders� through�the�changes� in�gut�

microbiota?�Although�the�studies�about� the�alteration�of�gut�microbiota�with�exercise�have� just�started,�at� least,�recent�

studies�report�that�exercise�has�an�influence�on�gut�microbiota.

Keywords：代謝性疾患，腸内環境，自発運動，メタゲノム解析

１．はじめに
　ヒト腸内細菌の重量は約1.5kg，その種は数百種以上，その数はおよそ100兆個以上ともされる．近年，こうした「腸内細菌」，

あるいはそのコミュニティーの総称としての「腸内細菌叢」の変化が，腸管の免疫機能のみならず，種々の疾患や行動変容

にまで関与する可能性が指摘されるようになった６）．そして，遅まきながら，運動と腸内細菌叢との関係についてもようや

く報告が散見されるようになってきた５）．その背景には，科学技術イノベーションによるところが大きいと思われる．すな

わち，目覚しい進歩を遂げる次世代シーケンス法を駆使した腸内細菌叢のメタゲノム解析，さらにはプロテオーム解析やメ

タボローム解析の技術も加わることで，バイオインフォーマティクス的にビッグデータの高速処理が可能となってきた．

　本稿では，近年の腸内細菌研究の知見から，近い将来明らかになるであろう運動と腸内細菌叢との関係について，現段階

の研究成果も含め洞察する．

２．腸内細菌叢への関心
　腸内細菌叢は，通性嫌気性および絶対嫌気性の細菌の他，数十の属に及ぶ数百の菌種で構成され，その菌数は１×1014（100

兆個）で，ヒトの体細胞数より遙かに多い．その体積は，大腸の内容物，すなわち糞便の約50%を占めるとされている36）．

　米国NIHでは，2008年から５年間のプロジェクトとしてヒトマイクロビオームプロジェクト（HMP:�Human�Microbiome�

Project）をスタートさせ，ヒトと共生する細菌集団の（口腔，鼻腔，皮膚，腸管，生殖器の５箇所を対象に）全容解明に取

り組んだ．ヨーロッパでも同時期に，MetaHIT（Metagenomics�of�the�Human�Intestinal�Tract）コンソーシアムによるヒト

腸内細菌叢メタゲノム解析が展開され，ともにその成果はNature誌に公表されている21，34）．
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　また，2013年には，New�England�Journal�of�Medicineに驚嘆の研究成果が報告された．すなわち，オランダのKellerらの

研究チーム39）は，抗生剤治療による効果が見られなかった腸炎患者に対して，健常者の糞便を腸内移植することで，数日間

の下痢等の症状は見られたものの，その後�顕著な治療効果が得られたことを報告したのである．さらに，米国ボストン，マ

サチューセッツ総合病院では，カプセル化した凍結糞便の経口摂取による治療効果の検討が始まっている46）．難治性感染症

治療のブレークスルーとしての糞便細菌叢移植（fecal�microbiota�transplantation：�FMT）は，今後も話題を呼ぶ医療イノベー

ションの一つと考えられる．

　腸内細菌叢の驚異は，消化管の中だけでは完結に至らなかった．世の中には，普通の人と同じくらいの食事量であっても，

肥満体型で悩んでいる人も多いが，Vijay-Kumarら（2010）40）は，太りやすい体質には，腸内細菌叢の異常による感染症の

可能性があることをScience�誌に報告した．彼らは，免疫を活性化するToll様受容体５（Toll-like�receptor�５:�TLR５）の遺

伝子欠損マウスでは，通常食であっても肥満症を発症し，それは腸内細菌叢の変化に由来するとしている．この遺伝子変異

マウスは，肥満症に加え，糖尿病や高脂血症，脂肪肝といったメタボリックシンドローム様の症状を呈する．また正常マウ

スにこのマウスの糞便を移植すると，同様のメタボリックシンドロームが発症してしまうという結果も報告している．実は

すでに，腸内細菌叢の違いによって肥満は説明できるとする複数の報告がなされてきた．Gordonら（2005）24）の研究チーム

によれば，肥満の人はやせ型の人に比べてphylum（門）のレベルで腸内細菌叢に違いがあるとして，Firmicutes／Bacteroidetes

の割合（F／B�ratio）が高くなっていることを報告した．Armougomら（2009）４）も，肥満者（BMI＝47.09）では，健常者

（BMI＝20.68）や拒食症患者（BMI＝12.73）と比較してBacteroidetesが明らかに少ないことを報告し，逆に高い割合で大量

のLactobacillusを有していることも示している．

　肥満症では，腸管のタイトジャンクションが緩くなり血中の内毒素（Endotoxin）濃度が上昇することで，慢性の炎症状

態が引き起こされるようになる９）．前述のTLR５遺伝子欠損マウスもまた，肥満症とともに全身性の慢性炎症を発症する40）．

事実，このタイトジャンクションに関与する分子であるZO−１発現が低下し，腸管バリア機能が低下する10）．そして，病

原性を持つ以下の菌が，こうした慢性炎症にかかわると考えられている．グラム陰性菌としては，Escherichia，Klebsiella，

Sutterella，Bilophila，Acinetobacter，Bacteroides，Prevotella，Fusobacterium，Brachyspira，が挙げられ，さらにグラム陽性

菌のStreptococcusとPeptostreptococcusも関係するとされる17）．こうした腸内細菌叢の変化を介した肥満症に伴う全身性の慢

性炎症性疾患，そしてメタボリックシンドロームに代表される代謝性疾患への進行については，以下のように説明できる

のかもしれない８）．グラム陰性菌の細胞壁は，ペプチドグリカン（Peptidoglycan）層の外側にさらに外膜としてEndotoxin

の主成分であるリポ多糖体（Lipopolysaccharide:�LPS）が形成されている．Bacteroides fragilisのLPSのEndotoxinとして

の活性（LPSの活性中心Lipid�Aの組成や構造の違いにより内毒素としての強さに差が生じること）はEscherichi coliや他の

Enterobacteriaceaeと比較して低いにもかかわらず，自然免疫機能への刺激剤としての作用，すなわち免疫細胞に発現してい

るLPS受容体（Toll様受容体４）を介した免疫反応性は高い．このように，LPSに対する免疫応答は，グラム陰性菌の種に

よっても異なる．高脂肪食は，こうした腸内の種々のグラム陰性菌を増殖させ，腸内環境を変化させるようである．そして

腸管のバリア機能が低下し，LPSの血液中への流入が増大することになる．このように，腸管内から循環血中へのLPSの流

入が引き金となって，炎症，さらには肥満や糖尿病などの代謝性疾患に至る．不明なのは，何故，グラム陰性菌が高脂肪食

で刺激されるのか，あるいは何故，腸管バリア機能が低下し，LPSの透過性が亢進するのかである．高脂肪食は，胆汁の分

泌を刺激するため，大量の胆汁酸がある種の腸内細菌を排除し，耐性菌（例えばEnterobacteriaceaeやBacteroidesなど）を増殖

させてしてしまう可能性（腸内環境の変化）が考えられる．さらには，胆汁は強力な洗浄作用で腸管粘膜の透過性に直接影

響を及ぼしていることもあるかもしれない．こうした負の連鎖が，生じているのかもしれない（Fig.�１）．

　また，腸内細菌叢と動脈硬化性心疾患との関連性についても，Wangら41）が2011年にメタボローム解析を駆使してNature

誌に報告している．コリンを含む食品摂取から，腸内細菌によってトリメチルアミン（Trimethylamine:�TMA）が生成され，

動脈硬化の原因物質であるトリメチルアミンN−オキシド（Trimethylamine�N-oxide:�TMAO）が血中で増加し，心疾患のリ

スクを上げていると指摘した．さらに，その２年後には，心臓のミトコンドリア保護作用を有するとして，我々がこれまで

報告してきたL-カルニチン（L-Carnitine）29，30，44）もまた，腸内細菌によってTMAに代謝され，結果的に動脈硬化性心疾患



−3−

のリスクファクターとなりうるとの衝撃的研究成果がNature�Medicineに掲載された22）．具体的にPrevotellaなどがその原因菌

の一つとして示されている．

　Bravoら（2011）７）によれば，Lactobacillus摂取は，脳内のγ-アミノ酪酸（Gamma�amino�butyric�acid:�GABA）受容体の

発現をコントロールすることで迷走神経活動を介した不安性行動（Emotional�behavior）を抑制するとしている．さらに，

自閉症スペクトラム障害（Autism�spectrum�disorder:�ASD）モデルマウスを用いた研究では，Bacteroides fragilis摂取で，腸

内細菌叢の変化とともにASD行動異常の改善が見られたことが雑誌Cellに報告された20）．動物実験に加えて，最近の20年間

ASD患者の腸内細菌叢，あるいは粘膜細菌叢に関する研究から，その発症や病状の悪化に，腸内細菌叢が関連するとの指摘

もされており，大変興味深い42）．腸内細菌叢が神経系に対して何らかの影響を及ぼしていることはほぼ確実であり，腸−脳

相関と腸内細菌叢に関しても，近年多数の報告がなされている．

　このように，ここ数年間の劇的な研究成果の進展により，腸内細菌叢が腸管の免疫機能のみならず，種々の疾患に関与す

る可能性が指摘され，注目されるようになってきた．

３．腸内細菌叢の作用
　人種や民族，あるいは地域性（生活環境や食習慣を含む）や経済水準の違いが，腸内細菌叢に多大なる影響を与えてい

ることも指摘されている．フランスのロスコフ海洋生物研究所のHehemannら（2010）18）によれば，Bacteroides plebeiusgaは，

海藻の食物繊維を分解できる酵素を有しており，日本人の腸内に存在する特有の（アメリカ人の便からは検出されない）細

菌である．さらに，その論文の中で以下のように述べられている．

　　　　　Porphyra�spp.（nori）is�the�most�important�nutritional�seaweed,�traditionally�used�to�prepare�sushi.

　　　　　（海苔は，昔から寿司づくりにも使用されてきた（日本人にとって）とても貴重な栄養価をもつ海藻と言える．）

　このような特定の人種，あるいは民族と共生する腸内細菌の報告は他にも散見することが出来る．アフリカの子どもと

ヨーロッパの子どもの腸内細菌叢を比較したイタリアの研究グループは，西アフリカの内陸にあるブルキナファソの子ども

は，低脂肪低動物性タンパク質高繊維高糖質高植物性タンパク質摂取でわずかながらの鶏肉やシロアリを動物性タンパク質

として摂取するほぼベジタリアン食であるのに対し，イタリアの同じ世代の子どもたちは，高動物性タンパク質高脂質高砂

糖低繊維食の典型的な西欧食であるとしている．さらにその腸内細菌叢は，著しく異なり，F／B�ratioではイタリアの子ど

もたちが2.8と肥満型の比率に対して，ブルキナファソの子どもたちは0.47であり，Bacteroidetesの割合が高い痩せ型の腸内

High-fat 
feeding

Change  
gut microbiota

Increased  
permeability

Increased  
LPS absorption

Increased  
endotoxemia

Inflammation

Metabolic  
disorders

Fig. １    A hypothesis for bacteria-induced inflammation and 
metabolic disorders８）

On�excessive�high-fat� feeding,� change� in� intestinal�microbiota� is�
associated�with�an�increased�intestinal�permeability.�As�the�result,�
high�endotoxemia-induced�inflammation�triggers�metabolic�disorders.
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細菌叢であることが示された．さらに，ブルキナファソの子どもたちには，本来シロアリに共生するPrevotellaceae（科）の

Prevotella（属）やXylanibacter（属）といった食物繊維（キシロースやセルロース）を分解できる菌が常在し，プロピオン酸，

酪酸，酢酸といった短鎖の脂肪酸を産生する．こうした腸内細菌はヒトにエネルギー源を提供するとともに，炎症性腸疾患

の発症予防にも役立っているとされる．低栄養状態でも効率よくエネルギーを供給できる共生関係が樹立できているが，イ

タリアの同じ世代の子どもたちの糞便からはこうした細菌は検出されない12）．同様に，ニューギニア高地人とよばれるニュー

ギニア島の（1,500−2,300ｍの標高に居住する）先住民は，サツマイモを主食とし，ほんのわずかに含まれるイモタンパク

質からアミノ酸を効率よく供給できている６，16）．アジアの子どもたちを大規模調査したNakayamaら（2015）28）の報告では，

Prevotella型（P-タイプ）とBifidobacterium & Bacteroides型（BB-タイプ）に分類することができ，P-タイプが多数を占めるのは，

コンケーン（タイ）やジャカルタやバリといったインドネシアの子どもたちで，BB-タイプが多いのは，中国の北京や蘭州，

あるいは日本の東京，福岡，台湾の台北や台中，タイのバンコクの子どもたちであったとしている（Fig.�２）．こうした地域

性について，生活環境（衛生環境と生活様式）と食習慣（米の摂取など）の違いを指摘している．また，腸内細菌の国際比

較の例として，北米の米国，アフリカのマラウイ，ヨーロッパはデンマークとスペイン，さらに南米ベネズエラの解析結果

も示されている15）．地域性について，検討を重ねることで，先進工業国で増大する生活習慣病問題の解決策が見出せるのか

もしれない．

　このように大腸に常在する腸内細菌は叢を形成し，食物繊維の分解，短鎖脂肪酸の産生，種々の神経伝達物質の産生など，

生体を制御する重要な臓器，器官の１つであると理解すべきである．そしてさらに付け加えるべきは，ニューヨーク大学の

Martin�J.�Blaster６）の著書「Missing�Micorbes」（2014）にある興味深い示唆である．すなわち「消えていく細菌」と題する

この著書の中で，先住民の腸内細菌の多様性は，我々が抗生剤の暴露や，医療の進歩，近代的な生活によって失われた腸内

細菌が多数あることを示すものであると述べている．そして，それこそが多くの疾患を引き起こす原因の一つと指摘する．

さらに，便移植の類の治療法を示唆するかのように，いつの日か先住民の持つ我々が失った腸内細菌を再び回復する時がく

るかもしれないとの示唆が加えられている．彼が，Helicobacter pylori研究の第一人者であり，胃がんの原因タンパク質であ

るCagAの発見者であることからすれば，実に説得力のある学説と受け止められている．

４．運動が腸内細菌叢におよぼす作用
　運動は，エネルギー消費量の増大，基礎代謝の亢進による内臓蓄積脂肪の減少とともに，高脂血・高血糖・高血圧など，種々

のメタボリックシンドロームの発症予防・改善効果をもたらすことは，多くの研究成果とともに，周知の事実であろう32）．

また，大腸がんの予防に対する運動の効果も知られるようになった43）．しかし，運動を取り入れた生活習慣そのものが，は

Fig. ２    The ratio of the P（Prevotella）-and BB（Bifidobacterium & 
Bacteroides）-type Asian children（n＝303）in ten cities28）
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たして腸内細菌叢に影響を及ぼしているのかについては，未だ解明されていない．

　2008年，Matsumotoら25）は，運動負荷による腸内細菌叢の変化の可能性について，動物実験結果から報告した（Table�１）．

おそらくこの研究報告が，運動と腸内細菌叢に関する最初の研究成果ではないかと思われる．ラットを用いた５週間の自発

運動トレーニング実験結果から，運動による短鎖脂肪酸を含む糞便中有機酸と腸内細菌叢の変化，さらには盲腸の肥大を報

告している．しかし，PCR-TGGE（温度勾配ゲル電気泳動法）を用いた当時の腸内細菌解析法には，PCRプライマーが限

定されるため，存在する細菌種を全て検出することは不可能であった．また結果の定量性も，PCRバイアスの影響を受ける

ため十分に担保されないという欠点があった．次世代シーケンス法を用いる近年の腸内細菌叢メタゲノム解析とは比較にな

らない精度と言える．

　これ以降，ここ数年は腸内細菌叢と運動の研究が進化，そして加速し始めている（Table�１）．Queipo-Ortunoら（2013）35）は，

PCR-DGGE法とqPCR法を駆使して，６日間の自発運動でLactobacillusやBifidobacterium（乳酸や酢酸を産生して腸内pHの調

節に関与している菌），あるいはClostridium coccoides／Eubacterium rectale（酪酸を産生する菌）の増加が生じたことを報告し

ている．Evansら（2014）13）は６ないし12週間の運動を負荷したマウスを用いて，腸内細菌叢の解析をT-RFLP法（Terminal�

restriction�fragment� length�polymorphism�analysis）で試み，自発運動量（Exercise�distance）とΔCt�Bacteroidetes／ΔCt�

Firmicutes値との間に負の相関関係があることを示した．すなわち，運動による体重の増加抑制はBacteroidetesの増加を伴っ

Table 1   Summary of changes in microbiota after exercise training 

Subjects�（Gender） Type�of�exercise�
（Duration） Major�results References� #Ref.

Rats�（m）� Wheel�running（5wks） Cecum�+
n-Butyrate�in�cecal�contents�+

Matsumoto,�et�al.�
（2008）

（25）

Rats�（m）� Wheel�running�（6days） Lactobacillus +, Bifidobacterium +
Clostridium coccoides／Eubacterium rectale +

Queipo-Ortuno,�
et�al.�（2013）

（35）

Human�（m）
（Athletes）�

Rugby�player�and�healthy�
male�

Gut�microbiota�diversity�+ Clarke,�et�al.�
（2014）�

（11）

Mice�（m）� Wheel�running�（6�and�
12wks）�

Inverse�correlation:�
Ex�distance�and�ΔCt�Bacteroidetes／ΔCt�
Firmicutes

（r＝0.592,�p<0.05）

Evans,�et�al.�
（2014）�

（13）

Rats�（f）�
（Hypertensive,�
obese�and�wild�type）

Treadmill�running�（2wks） Wild�type:�Streptococcus�–�
Hypertensive:�Sutterella�–,�Aggregatibacter�–,�
Allobaculum�+
Obese:�Lactobacillus�+,�Pseudomonas�+

Petriz,�et�al.�
（2014）

（31）

Mice�（m） Treadmill�and�wheel�
running�（6wks）

Tenericutes   Proteobacteria
Treadmill�running:� ++　　　　　++　��　
Wheel�running:� +／–　��　　　+／–　�　

Allen,�et�al.�
（2015）�

（2）

Rats�（m）� Wheel�running�（3days�and�
6wks）

Juvenile:�Bacteroidetes�+,�Firmicutes�–�,��
Shannon�entropy�–
Adult:�No�effect���

Mika,�et�al.�
（2015）�

（27）

Mice（m）
（db／db）

Treadmill�running�（6wks） Bacteroides／Prevotella –, Methanobrevibacter – 
Lactobacillus +, Clostridium leptum +, 
Clostridium�cluster�（C-I）+�

Lambert,�et�al.�
（2015）�

（23）

Rats�（f） Low�aerobic�capacity�
（LAC）

SCFA:�LAC�<�HAC,�Bacteroides�spp.,�
Unclassified�bacteria,�

Cox-York,�et�al.�
（2015）�

（3）

High�aerobic�capacity�
（HAC）��

Alistipes�spp.,�Sporobacter�spp.,�Bacteroides�spp.,�
Unclassified�Lachnospiraceae,�Unclassified 
Firmicutes,�Bifidobacterium�spp.,�and�Unclassified�
Clostridiales:�LAC�<�HAC,�Unclassified�
Clostridiales,�and�Unclassified�Ruminococcaceae:�
LAC�>�HAC

The�list�of�abbreviations�（++�:�pronounced�increased,�+�:�increased,�+／–�:�no�changed,�and�–�:�decreased�by�exercise�training.��
SCFA:�Short-chain�fatty�acids.）�
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ていたとしている．これは，肥満と腸内Bacteroidetesの関係（前述）と逆の応答であり，運動習慣がBacteroidetesの増加を介

した肥満予防効果を示唆する結果なのかもしれない．Petrizら（2014）31）は�野生型ラットでは，運動によるStreptococcusの減少，

高血圧ラットモデルでは，運動によるSutterellaやAggregatibacterの減少とAllobaculumの増加が生じたとしている．さらに，肥

満ラットモデルでは，運動によるLactobacillusとPseudomonasの増加を報告している．複数の研究が自発運動を負荷した動物

実験の報告であるが，米国イリノイ大学，Jeffrey�A.�Woods（2015）の研究室からは，興味深い比較実験が報告されている２）．

すなわち，自発運動トレーニングでは生じない腸内細菌Tenericutes とProteobacteriaの変化が，トレッドミルを用いた強制的

な運動トレーニングでは生じたというのである．しかも，６週間のトレーニング実験で，比較的短いトレーニング期間での

結果である．運動ストレスの観点から，さらに研究が進むものと期待される．また，コロラド大学のMonika�R.�Fleshner（2015）

の研究チーム27）は，弱齢ラットではFirmicutesの減少とBacteroidetesの増加（抗肥満腸内細菌叢），すなわちF／B�ratioの運動

による抑制を観察したが，成熟ラットでは，その影響は見られなかったとしている．発育や加齢に伴う運動の腸内細菌叢へ

の影響についての探求も重要な今後の課題である．Lambertら（2015）23）は，週５日，１時間のトレッドミル走をマウスに

６週間負荷した実験から，運動によるBacteroides／PrevotellaおよびMethanobrevibacterの減少，逆にLactobacillus，Clostridium 

leptum，Clostridium�cluster（C-I）の増加を報告している．そして，Cox-Yorkら（2015）３）は，有酸素能の異なるラット

を用いた腸内細菌叢の研究から，高い有酸素能を有するラットでは，糞便中の高い短鎖脂肪酸濃度とともに，Bacteroides�

spp.，Unclassified�bacteria，Alistipes�spp.，Sporobacter�spp.，Bacteroides spp.，Unclassified�Lachnospiraceae，Unclassified�

Firmicutes，Bifidobacterium�spp.，そしてUnclassified�Clostridialesの量が有意に高いこと，逆にUnclassified�Clostridialesと

Unclassified�Ruminococcaceaeの量が低値であることを有酸素能の低いラットとの比較から報告している．必ずしも，まとまっ

た知見とは言えないが，少なくとも運動習慣による腸内細菌叢のドラマティックな変化の可能性は十分にある．

　また，我々は間接的ではあるが，運動が腸内細菌叢に影響をおよぼす可能性を示唆する報告を行っている６，38）．自然免

疫の中心的役割を果たすTLRsファミリーに属するTLR５（前述）は，細菌の鞭毛を形成するたんぱく質であるフラジェリ

ン（Flagellin）を認識する．そして，このTLR５は，免疫担当細胞以外にも腸管上皮細胞に強く発現していることが知られ

ている１）．TLR５が感染時の身体活動性に深く関与し26），また高強度運動負荷によって腸管上皮細胞での発現が増強する38）．

TLRsファミリーは細菌・ウイルス関連分子を認識することから自然免疫にとって重要な働きをすると考えられるが，その

中で唯一TLR５のみが運動負荷で発現亢進にともなった免疫機能の賦活化を生じる45）．すなわち，運動時の腸管からの初期

感染防御にとって非常に重要な受容体と考えられ，特に鞭毛を有する細菌叢の構成に強く影響をおよぼしている可能性は容

易に想定できる．

５．アスリートの腸内細菌叢
　Clarkeら（2014）11）は，ラグビー選手の腸内細菌叢は高い多様性を示しており，一般の健常者とは明らかに異なることや，

その多様性とタンパク質摂取量には高い正の相関関係があることを報告している．運動パフォーマンスや競技成績，あるい

はコンディショニングに腸内細菌叢の多様性がどのように影響するのかは，今のところ不明ではある．しかし，アスリート

を対象としたプロバイオティクス研究は，一定の成果を報告している．Gleesonら（2011）14）は，Lactobacillus casei Shirota

（6.5x109生菌を１日２回16週間）の摂取によって，持久的運動種目にかかわるアスリートたちの上気道感染症（風邪）の

リスクが減少したとその効果を報告した．その他にも，Lactobacillusの異なるspecies（種）レベル（acidophilus，rhamnosus，

fermentum，aracasei，asseri）での検討や，Bifidobacteriumを用いたプロバイオティクス効果に関する報告もなされている33）．

６．腸内細菌叢と運動パフォーマンス
　近年，Hsuら（2015）19）は，SPF（specific�pathogen-free）マウスやBacteroides fragilisノトバイオート（単一細菌のみで構

成された人工腸内細菌叢を有する実験的に作成された）マウスと比較して，無菌（Germ-free:�GF）マウスの遊泳時間が極

端に短いとする報告を行った．これは，我々の知る限り，腸内細菌によって運動パフォーマンスが変化する可能性を示唆し

た初めての研究報告である．残念ながら，メカニズム解明にはまだ時間を要するものと思われるが，興味深い研究成果である．
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遊泳時間がSPFマウスの約50％にとどまったGFマウスの特徴として知られていることは，ストレスに対して血中のストレ

スホルモン（ACTHやGlucocorticoid）の著しい上昇が観察されること，あるいは大脳皮質と海馬での脳由来神経栄養因子

（Brain-derived�neurotrophic�factor:�BDNF）発現が低下することなどがある37）．ノトバイオートマウスを用いた実験は興味

深いが，高い運動パフォーマンスを示すトレーニングマウスから糞便を採取し，非運動マウスに移植するFMT実験が核心的

なデータを提供してくれるのかもしれない．大いにその成果を待ちたいところである．

７．終わりに
　運動と腸内細菌叢との関係について，少ない報告数ながら，出来るだけ最新の情報を用いて論じた．更なる研究の発展を

期待しつつ，運動と腸内細菌叢研究の近未来に無限の可能性を夢見るものである．
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� 〈原著〉

アートとしてのスポーツに関する研究
−J.�デューイの教育理論に着目して−

髙橋　　徹

環太平洋大学

A�study�on�the�sport�as�art

-A�focus�on�the�Dewey’s�educational�theory-

Toru TAKAHASHI

International�Pacific�University�Faculty�of�Physical�Education

Abstract
　The�purpose�of�this�study�is�to�consider�the�value�of�sport�focus�on�the�“sport�as�art”.�The�study�examine�for�the�Dewey’s�

educational�theory�and�the�concept�of�art.�First,�the�picture�of�Dewey�research�in�the�study�range�of�the�physical�education�

was�grasped.�Next,�the�study�is�to�read�the�Dewey’s�educational�theory�and�the�concept�of�art.�And�the�developed�longitude�

and�latitude�of�the�theory�was�made�clear.�Finally,�with�a�sport�and�art�was�considered�while�consulting�Dewey’s�educational�

theory�and�concept�of�art.�The�purpose�of�Dewey’s�educational�theory�is�to�foster�a�democratic�attitude�and�mindset.�And�

through�educating�it�was�aiming�to�make�a�community.�It�became�clear�that�it’s�possible�to�paraphrase�Dewey’s�educational�

theory�and�the�concept�of�art�as�argument�about�a�sport�through�argument�by�this�study.�It’s�related�to�creation�of�the�new�

value�of�sport�to�catch�a�sport�as�art.

１．緒言
　スポーツをアートの視点から探求する試みは，スポーツが持つ新たな価値への気付きや，教育可能性の拡大をもたらして

いる．例えば，樋口８）はスポーツを教育の問題と引き離し，スポーツは芸術と並べられるべき美的な領域であることを示す

試みとしてスポーツの美学を展開している．また，井上10）は，アートの視点から，こころとからだの二項対立を越えた統合

的経験としての身体運動とその教育の在り方を考察している．これらの議論には，スポーツを通した美的経験という観点を

取り入れているという共通点を見出すことができる．すなわちそこでは，中井正一15）16）21）によって描き出されたようなスポー

ツに内包される美的経験を再評価しつつ，その経験の基本構造や原理を明らかにするための議論が展開されているのである．

　こうした体育学の研究領域で取り上げられるようなアートに関する議論とは一線を画する形で，アートへの言及を行った

人物としてJ.�デューイを挙げることができる．デューイのアート論の趣旨とは，立山26）によれば「芸術は日々の生活と断

絶した特別なものではなく，日常的な経験と連続的なものであり，私たちの経験の一つの極致である」26）という考え方に集

約できる．すなわち，デューイにとってのアートとは，単なる芸術ではなく「もの」「こと」「ひと」「場所」との交わりを

通したあらゆる創造的な活動を意味するものだったのである．そして，デューイはアートという視点から独自の教育理論と

アート論を展開し，アート活動の中に教育の可能性を見出したのである．デューイの教育実践は1900年代初頭，世界各国で

教育改革を巻き起こした新教育運動の一環に位置づけられているが，新教育の特徴はアート教育，すなわち美術，音楽，演劇，

文学，そして身体活動やスポーツなどをカリキュラムの中心に設定していたことにある．本研究は，このデューイの教育理

論とアート論を読み解きつつ，それをスポーツ活動に関する議論へと適用することを試みるものである．
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　本研究の目的は，J.�デューイの教育理論およびアート論を参考にし，「アートとしてのスポーツ」という視点からスポー

ツの価値を考察することである．本稿では，まず体育学の研究領域におけるデューイ研究の全体像を把握する．次に，デュー

イの教育理論をアート概念に着目しつつ概観するとともに，その理論が現在ではどのような発展を遂げているのかを明らか

にする．そして，デューイの教育理論およびアートに関する議論を参考にしつつ，スポーツの価値をデューイのアート論の

視点から考察することとする．

　なお，本研究で考察対象とするスポーツという言葉の定義は，阿部１）が提示した「スポーツは，その内に遊戯性と競技性

の両極を有する，特有の身体活動性に規定された身体運動文化である」１）という定義に倣うこととする．従って，競技とし

てのスポーツからレクリエーションとしてのスポーツまでを含み，幼児から老人に至るまでの全ての世代が，各々のレベル

で関わることのできる身体活動の総体としてスポーツという言葉を用いることとする．また，本研究ではスポーツがアート

か否かという問題については議論の対象としていない．デューイのアート論に言及する立山26）も「私たちはすでに，『どこ

からが芸術か』，『どこまでが芸術か』という問いに対する答えを持っていない」26）と述べているように，あくまでもデュー

イのアート論の視点からスポーツの価値を考察することを目的としている．

２．体育学の研究領域におけるデューイ研究の展開
　デューイの教育理論は，戦後の教育改革と関わって，教育学の分野を中心に独自の研究が行われている．特に，教育学を

専攻する研究者がデューイの思想を総合的に研究し，成果を残すことで，哲学の分野においてアメリカ哲学を専攻する研究

者が比較的少ないという現実をカバーしてきたとされる７）．従って，デューイの教育理論の研究は，教育学および教育哲学

の領域において顕著である．しかし，デューイ研究の多くは，議論の収束点として経験主義と系統主義という教育方法論を

巡る議論へと進展することが多く，またデューイの教育理論自体も教育目的や学習目的が不明瞭であるという課題を抱えて

いるという指摘も見られる27）．

　他方，体育学の研究領域におけるデューイの教育理論に関する研究は教育学に比して限定的である．当該領域では，デュー

イに限らず，アメリカ思想に関する研究が見られるようになったのも最近のことであり，それは教育と同様にその思想に対

する再評価への動きとして捉えることもできる．そうした傾向の中にあっても，体育学の研究領域におけるデューイを対象

にした研究としては，「経験」「教育」「成長」などの各概念の解釈を試みるものが見受けられる11）12）25）．

３．デューイの教育理論におけるアートの位置づけ
　デューイの教育理論は日本の教育に大きな影響を与えた教育思想の一つであるとされる．特に，戦後のアメリカ教育使節

団による教育改革によって，日本の教育はアメリカ式の考え方，所謂プラグマティズム思想の教育理論を受容しつつ，そ

れに基づく教育方針へと転換することとなる．その教育理念の基盤には，アメリカの進歩主義教育運動の一つであるNew�

Education（新教育）の考え方があり，それを先導したのが，デューイを中心とするプラグマティズム思想の教育理論である．

そして佐藤23）によれば，デューイは「生涯にわたって民主主義の実現を促進する教育と倫理の意義について探求し続け，民

主主義の危機を公共性と共同体の解体において洞察した」23）とされる．すなわち，デューイにとっての教育の目標とは，民

主主義の態度や考えを身につけた人々によって作り上げられる共同体の形成であり，その民主主義の基盤として，アートと

呼ばれる創造的活動があらゆる学びの活動の深淵に関わっていると考えていたのである．

　このように，デューイ自身は社会変革を目指すための過程として教育を位置づけていたのであり，この点を十分に理解す

ることがデューイの議論を読み解くスタンスとしては重要なものとなる．また，デューイの教育理論について議論する上で，

彼が論じる民主主義という言葉が単なる政治的な意味合いの言葉ではないことにも注目する必要がある．デューイにとって

の民主主義とは，「『生き方』の哲学であり，多様な人々が『共に生きること』」24）と定義されるものである．それはすなわち，

「多様な人びとが協働し連帯し，それによって生活を営んでいく際の，人びとの生き方の問題」20）であるとされる．また，そ

の民主主義の考え方の上に形作られるデューイにとっての共同体とは，「『民主主義』という『信念』を中核として，人々が

自由に参加し協同して構成する社会を意味していた」23）のである．このようにデューイの教育理論では，民主主義の態度や
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考え方を育む教育こそが，最大の目的として位置づけられていたのであり，彼は「民主主義社会を打ち立てるために，人々

が共同して働くための技法を広く教育によって提供していくこと」29）が公教育の使命だと考えていた．そして，その技法を

身に付ける方法として，協同作業を通した教育を重視し，その活動として家事，木工，金工，音楽，図画，水彩画，粘土細

工などを挙げているのである３）．すなわち，デューイにとってのアートとは，人間の生活の全般に関わる創造的活動の全て

が当てはまるものだったのである．

　さて，デューイの教育理論において重要な位置付けであるアートの概念を読み解く上で，最も参考になる書籍は『経験と

しての芸術（art�as�experience）』である．この本はこれまでにも体育学の研究領域において取り上げられる機会こそあったが，

そこでの読解法としては，デューイの示した「経験」概念や「一つの経験」概念の理解が目的とされていた23）．しかしながら，

この著作を執筆したデューイの真意は，そうした個別の概念を提示することに留まるものではなく，そこでは「芸術を日常

生活から切り離して特権化するような通念の打破」９）が目指されていたのである．デューイ４）はその点について，次のよう

に述べている．

　�　現在の美術館や画廊は，アートを神殿，広場，その他の共同生活の諸形態の附属物とするのではなく，アートを隔離す

る原因の幾つかを説明している４）．

　�　アートを遠隔の台座に置こうとする観念は，極めて広範に，また微妙に染み渡っている４）．

　すなわちデューイは，「アートを制度化された閉域的な仕切りのなかの活動から，人と人とをつなぐ市民の活動とコミュ

ニケーションの空間へとひらく方途を探求した」28）のである．デューイが活躍した1930年代当時のアメリカは世界恐慌の最

中にあって，F.�ルーズヴェルト政権によるニューディール政策が展開され，その一環として芸術文化事業が推し進められて

いた．それは世界恐慌の中で失業に苦しむ数多くのアーティストに対し大々的な経済支援策を講じるという事業であり，そ

の際，「政策と鑑賞，高級とポピュラー，アートと社会生活を結ぶデューイ流のプラグマティズム」28）が重要な役割を担った

とされている．

　このようにデューイは，社会の中におけるアートの位置づけの変革を目指しており，上野28）が提示したデューイとアート

との関わりに関する議論を総括するならば，そのアート論は次のような発展や展開に繋がったとされる．

　①アートを取り巻く二項対立概念の打破28）

　②アートと社会生活という対立の打破28）

　③アートとコミュニティの学びを結び付けることによるアートの公共空間の創出28）

　①アートを取り巻く二項対立概念の打破とは，すなわち制作と鑑賞，観る者と観られる者，生産と享受，高級芸術とポピュ

ラー芸術などのアートを語る上で必ず議論される二項対立型の考え方の解体を意味している．それは，「互いに働きかけ働

きかけられながら美的経験の質を高めていく，あるいは双方にとって制作的な経験であるとともに受容的な経験でもあると

いうような，相互性と協同性のプロセスのうえにアートを成り立たせる」28）ことを意味しており，この考え方が②アートと

社会生活の対立の打破へと繋がることとなる．②アートと社会生活という対立の打破とは，日常的な制作活動と芸術的な制

作活動の垣根の解体を意味している．デューイ４）はこの点について次のように述べている．

　�　自分の仕事に従事し，その仕事を立派に仕上げようと心がけ，自分の製品に満足を見いだし，真の愛情を持って材料や

道具を扱う知的な職工は，芸術的にその仕事に携わっているといえる４）．

　このようにデューイは，日常的な制作活動もアートの活動としての価値を持つと考えており，それはすなわち，日常的に
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行う何気ない制作活動の中にも民主主義的な態度や考え方を育むためのきっかけとなる協同作業が含まれていることを意味

している．そして，デューイのアート論は③アートとコミュニティの学びを結び付けることによるアートの公共空間の創出

を後押しすることになり，1930年代当時のアメリカにおいて，「コミュニティー・アート・センター」28）と呼ばれるワークショッ

プ型の学びの場の提供へと繋がったのである．結果として，デューイによって展開されたアートを中心に位置づけた教育理

論は，「パブリック・アートやワークショップの実践を中心に『アートと学びの公共空間』を開くこと」28）に大きく寄与する

こととなったのである．

４．アートとしてのスポーツ活動
　デューイは，アート活動を通した教育により民主主義的な態度や考え方を持った人々が育まれ，その人々が集まることに

よって共同体が形成されると考えていた．このデューイが展開したアートを中心に位置づけた教育理論は，近年再評価され

る傾向にあり，その理論を基にしつつ様々な教育活動が展開されている．例えば，苅宿14）は「ワークショップは，コミュニ

ティ形成（仲間づくり）のための他者理解と合意形成のエクササイズ」14）であるとして，ワークショップ型の学びを企業や

大学，地域活動へと広めている．また，アートと学びの公共空間の創出の取り組みとして，海外では「ミュージアム・エデュ

ケーション」22）と呼ばれる取り組みが見られるようにもなった．そこでは，教育を射程に入れたミュージアムでの活動が目

指されており，学校との連携やワークショップなどの多種多様な試みが行われている．そして，2011年に起こった東日本大

震災以降，地域共同体の重要性が再認識され，その再生が叫ばれる中で，アートを通した地域共同体再生活動として，「コミュ

ニティデザイン」30）のような取り組みも展開されるようになった．これらの活動は，アートとの関わりを通した学びが民主

主義的態度の育成や共同体づくりに繋がることを示す上での実践例として捉えることができる．

　さて，デューイの教育理論，およびそれを実践する活動はスポーツや体育の分野へも適用可能であると考えることができ

る．すなわち，デューイにとってのアート概念が人間の生活活動全般に関わる創造的活動の全てが当てはまるものであるこ

とを鑑みるならば，そこにスポーツや身体活動も含めた議論も可能であると考えられるのである．また，これまでに概観し

てきたデューイのアート論で明らかとなったアートとの関わり方を通した新たな教育や学びの形は，スポーツとの関わり方

の議論として読み解くことも可能であると考えられるのである．なお，このスポーツとの関わり方とは，中村17）が示すよう

に「行う」「みる」「支える・創る」という３つの視点から人とスポーツの関わり方を捉えるということを意味している．ス

ポーツを「行う」とは，スポーツを学ぶこと，競うこと，高めること，交流すること，安らぐことなどを意味しており，スポー

ツを「みる」とは，競技場での観戦，テレビ視聴などを意味している17）．そして，スポーツを「支える・創る」には３つの

意味があり，まずはスポーツ自体を創ること，すなわち地域ルールの開発，ニュースポーツの考案がこれに当たる17）．次に

スポーツの機会や場を創ることとして企画や運営などがあり，最後にスポーツを支えることとして，スポーツを教えること，

伝えること，世話をすることなどが挙げられる17）．以下では，デューイのアート論で示されたアートとの関わり方を通した

新たな教育や学びの形に関する議論を基にしつつ，それをスポーツとの関わり方の議論へと適用する可能性を探求すること

で，スポーツの価値を明らかにすることとする．

　デューイのアート論，およびミュージアム・エデュケーションの取り組みから導き出される一つ目のアイデアが，スタジ

アム・エデュケーションの可能性である．現在，プロ野球やJリーグに限らず，国内では多くのプロスポーツ，アマチュアスポー

ツの試合が全国各地のスタジアムで開催されている．そこにおいて近年では，スタジアム内で単に選手がプレーをし，観客

がそれを観戦するだけでなく，工夫を凝らした様々な取り組みが行われるようになってきている．それは例えば，観客とし

ての空間の創出，観客によるフィールドイベント，スポーツボランティア活動などである．こうした活動をデューイのアー

ト論の枠組みに当てはめるならば，観客としての空間の創出は制作と鑑賞の解体を意味しており，観客によるフィールドイ

ベントは観るものと観られるものの解体を意味していると考えることができる．また，スポーツボランティア活動は，本来

観客となる側の人間がその空間自体を自ら生み出す存在として振る舞っているという点で，生産と享受の解体として捉える

こともできる．このように，スタジアムで行われるスポーツの試合で見受けられる各種の取り組みは，スポーツを「みる」「支

える・創る」という関わり方にとって，アートとしてのスポーツ活動という価値づけができるものであり，それはスポーツ
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との関わりが学びの機会の創出にも繋がることを意味しているのである．

　また，デューイはアートと社会生活という対立の打破を目指していたが，スポーツ活動においても他の社会生活との活動

の垣根が解体されつつある．例を挙げるならば，ランニング，サイクリング，フィットネスなどの身体活動を取り入れたラ

イフスタイルの流行や，音楽フェスティバルとアウトドアの融合，ランニングイベントの開催などがそれに当たる．そこでは，

スポーツ，音楽，ファッションなどの各種の文化活動がひとつに融合され，アートと社会生活，スポーツと社会生活，スポー

ツとアートのそれぞれの垣根の解体が起こっているのである．このように，スポーツ活動が他の活動と融合し，日常生活の

中にも取り入れ易い活動になりつつあるという現状を見ると，アートとしてのスポーツ活動という考え方が，スポーツに取

り組みやすい社会的背景を創出し，「行う」スポーツの振興に繋がるという点で，生涯スポーツ社会の実現にも貢献できる

理念にもなり得ることが考えられるのである．

　以上のように，デューイのアート論の視点からスポーツをアート活動として捉えること，すなわちスポーツを協同活動と

して捉えることにより，スポーツの新たな価値づけが可能になるのである．そしてその中でも，アートとしてのスポーツと

いう見かたは，スポーツとの関わりを通した共同体の形成という新たなスポーツの価値づけへと繋がるものである．

　さて他方で，スポーツだけでなく学校体育においてもデューイの考え方が用いられ，近年ではアートの学びを取り入れた

体育が展開されるようになってきている．学びを取り入れた教育改革の論者である佐藤24）が提唱する「学びの共同体」24）の

考え方の中では，学習者と対象・自己・他者との対話的実践による学びが目指されている．そして佐藤24）自身が，「『学びの

共同体』としての学校像は，ジョン・デューイが1896年にシカゴ大学に附設した実験学校に由来」24）すると述べているように，

その理論的基盤にはデューイの教育理論が存在しているのである．そして近年では，この「学びの共同体」の考え方が体育

へと適用されることで，「体育における学びの共同体」19）の実践も展開されている．そこでは，体育における対話的学びの

実践が目指されているが，佐藤19）は体育こそが，「学びの共同体の追求している学びが最も魅力的に展開する教科である」19）

としている．この佐藤24）による「学びの共同体」24）に関する議論と本研究での議論との関係性については更なる検討の余地

があるが，本研究で示したスポーツとの関わりを通した共同体の形成というスポーツの価値は，学校体育における教育の可

能性を考える上での新たな視点になり得ると考えられるのである．学校体育においてはスポーツが重要な教材の一つとして

捉えられているため，スポーツとの関わりを通した共同体の形成は，教材としてスポーツを用いる学校体育の中でも実現可

能なものであり，それにより学校体育における新たな学びの機会や教育課題が生み出されると考えられるのである．

　近年，社会全般の中からデューイを含むプラグマティズム思想は再評価される傾向にある２）５）６）13）18）20）22）29）．現代社

会において，同質・近質な他者とつくる共同体，所謂昔ながらの村落共同体は崩壊して久しい．そのような現状にあって，

今求められる共同体とは異質な他者も含む共同体であると考えることができる．情報化社会の進展や交通網の整備により，

現在では社会生活を送る中で，文化やアイデンティティ，価値観，宗教観などが大きく異なる人々との交流の機会が増えて

きている．それはすなわち，現代社会では，従来までとは異なる異質な他者との関係の中においても，共同体を形成してい

くことが求められているということを意味している．デューイが示したアート活動を通した教育による民主主義的な態度や

考え方の育成と共同体の形成という視点からスポーツを考えることには，スポーツとの関わりを通した共同体形成の可能性

が内包されている．スポーツという文化が世界的に広がる中で，共同体の形成への寄与という価値は，これからの時代にお

いて求められ得るスポーツの持つ大きな力であると考えられるのである．

５．まとめ
　本研究では，J.�デューイの教育理論およびアート論を参考にし，「アートとしてのスポーツ」という視点からスポーツの

価値を考察することを試みた．

　デューイの教育理論では，アート活動を通した教育により民主主義的な態度や考え方が育まれ，そうした態度や考え方を

持った人々が集まることによって共同体が形成されるという議論が展開された．その議論は現代社会において，アートと社

会生活の垣根の解体や，アートとコミュニティの学びを結び付ける公共空間の創出という新たな発想を生み出しつつある．

本研究での議論を通して，デューイが展開した教育理論やアートに関する議論が，スポーツについての議論としても読み替



−16−

え得るものであることが明らかになった�．また，デューイの考え方に倣い，アート活動としてスポーツを見てみると，そ

こには民主主義的態度の育成と共同体の形成に向けた学びの機会の創出が内包されていることの可能性も見てとることが出

来た．すなわち，アートとしてのスポーツという眼差しでスポーツ活動を見ることは，新たなスポーツの価値を認識するこ

とへと繋がっているのである．特に，共同体の形成への寄与というスポーツの価値は，異質な他者との関係の中においても

共同体を形成していくことが必要となるこれからの時代において求められ得るスポーツの持つ大きな力なのである．
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Abstract
　This�study�aimed� to�determine� the�relationship�between� the� following�capability�of�heart�rate�（HR）�response�during�

mountain�climbing�and� the�altitude�on� the�mountain.�The�participants�were�21�healthy�men�who�provided�prior�written�

informed�consent.�Each�subject� climbed�Mount�Wake-Fuji�（altitude:�173m）,�during�which� their�HR,� rate�of�perceived�

exertion,�rectal�temperature,�and�body�weight,�weather�conditions�and�global�positioning�system�data�were�measured.�Each�

subject�drank�125�mL�water�at�５�break�points.�The�maximum�and�minimum�values�of�HR�were�calculated�as�a�quadratic�

function�（X: time of mountain climbing, Y: HR）.�The�phase�lags�in�HR�were�calculated�as�the�differences�between�the�maximum�

（or�minimum）�altitude�of� the�mountain�and�the�maximum�（or�minimum）�value�of� the�HR.�During�the�climb,� the�wet�bulb�

globe�temperature�was�24.3±2.0℃.�The�body�weight�loss�and�rate�of�loss�were�0.58±0.48kg�and�0.83±0.68%,�respectively.�

During�mountain�climbing,� the�HR�was�108±14bpm.�As�the�altitude� increased,� the�phase� lags� in�HR�became�significantly�

less�than�the�maximum�height�above�sea�level.�However,�as�altitude�decreased,�no�significant�differences�were�noted�between�

the�phase�lags�in�HR�and�minimum�height�above�sea�level.�We�believe�that�rather,�it�depends�on�mountain�topography�and�

components�of�the�individual’s�climbing�technique.�In�conclusion,�the�following�capability�of�HR�became�significantly�less�than�

the�maximum�height�above�sea�level�during�uphill�climbing.
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Ⅰ．緒言
　我々は，低山登山中の安全性に関する情報提供を行うため継続的に登山調査を行っている４−６）．自由飲水による登山後の

体重減少率（脱水率）が0.37～1.98%であり，標高の低い山であっても脱水症状などが惹き起こされる危険性があることを

報告した４）．口渇感と水分摂取量の間に正の相関関係が観察されることも明らかにした４）．対象者の口渇感に依存した水分

摂取では登山に伴う水分損失量に見合う水分摂取量を確保できていないことから，登山中は各自の口渇感に依存することな

く意識的に水分摂取を行う対策の必要性を指摘した４）．

　我々はこれまでに生理応答の追従性に着目し，水中環境において追従性の指標である心拍応答の位相の遅れ時間が陸上運

動に比較して短縮することを明らかにした３）．この知見は，運動時の環境が生理応答の追従性を変化させる要因になること

を示唆する．運動負荷に対する位相の遅れ時間は持久性の運動能力を反映し，持久性トレーニングの実施によって短縮す

る２）．運動強度を漸増させる際の位相の遅れ時間は，漸減させる際の位相の遅れ時間に比較して延長する７）．この応答は，

運動負荷の漸増局面と漸減局面における運動強度に対応した自律神経系の活動水準に起因し生じる可能性が指摘される10）．

これらのことから，位相の遅れ時間の評価は，持久性の運動能力，トレーニング効果，環境変化に伴う運動時の生理応答を

評価できるものと考える．

　野瀬らは，下山後における身体負荷を往路と復路の総和としてとらえ，下山後に心拍数の回復遅延および心臓副交感神経

系調節の再亢進が遅延することを明らかにした８）．この知見から，登山時の心拍応答の位相の遅れ時間は，標高の起伏，傾

斜など登山特有の環境変化および身体活動の影響を強く受けるものと推測する．

　我々は，低山縦走登山に着目した．低山縦走登山中の心拍応答の位相の遅れ時間は，標高に比較して，地形や身体活動の

影響が強いものと考える．縦走登山は標高の起伏に対応する心拍応答を複数箇所において観察することが可能である．ま

た，低山縦走登山は学校教育現場における登山教室などに用いられることから，本研究から得られる知見は数多くの現場に

フィードバックすることが可能である．そこで本研究は，縦走登山の特徴である標高の起伏に対する追従性を夏季和気富士

縦走路往復登山時の心拍応答から明らかにすることを目的とした．また，夏季和気富士縦走路往復登山時の生理応答につい

て明らかにした．

Ⅱ．方法
　対象者は，健康な成人男性21名とした．対象者の特性は，年齢22.1±2.2歳，身長172.3±7.2cm，体重68.5±6.3kg，Body�

Mass�Index（BMI）23.2±2.6kg/m２であった．対象者は，２回以上登山経験を有するが，定期的に登山活動を行っていない

者とした．本研究は，川崎医療福祉大学研究倫理委員会の承認を得た（承認番号；14−022）．対象者には，ヘルシンキ宣言

の趣旨に沿い，研究の目的，方法，期待される効果，不利益がないこと，救急体制，予備の食料や飲水量の確保，登山経験

が豊富な医師が同行すること，個人情報保護について説明を行い，書面にて研究参加の同意を得た．

　調査内容は，夏季（平成26年８月22日に実施）における和気富士アルプス（岡山県：標高173m）登山とした．当初の予

定は縦走登山であったが，調査前日からの天候および調査当日の登山道の状況を考慮し，指定した地点までの折返しの登山

ルートに変更した．図１にGPSデータから求めた本登山調査における登山時間，標高の推移（登山行程）と対象者aの心拍

応答データを示した．登山行程は登山口から出発し，指定した２箇所の地点でそれぞれ10分間休憩し，折返し地点までとした．

折り返し地点で休憩し，同様のルートで登山口まで戻った．折り返し地点までの所要時間は，休憩を含め１時間15分であった．

同様の所要時間で登山口まで戻った．登山中の水分摂取量は，各休憩箇所において指定した脱水予防水９）を125mL摂取した

（登山中の飲料水の合計625mL）．脱水予防水100mL当たりの電解質成分は，ナトリウム52.0mg，カリウム22.7mg，カルシウ

ム2.3mg，マグネシウム0.6mg，糖分（炭水化物）6.7gであり，硬度は303mg／Lであった９）．登山は，６班編成で行い，各班はコー

スリーダー（１名），対象者（３～４名）および測定者（３～４名）で構成された．歩行速度は，各班で同様になるようにコー

スリーダーが調節した．

　測定項目は，心拍数，主観的運動強度，直腸温，体重，気象条件および位置情報とした．心拍数はスポーツ心拍計（POLAR

社製；RS800）を用い，登山中２秒毎に経時計測し，１分毎の平均値を求めた．主観的運動強度は，ボルグスケールを用い
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各休憩箇所到着直後に対象者に口頭で申告させた．直腸温は，感熱部直腸温計（日機装ワイエスアイ社製；YSI4000サーモ

メーター）を用い，各休憩箇所到着直後に測定した．体重は50�g精度の体重計（A＆D社製；UC−321）を用い，登山前後の

２回測定した．体重測定は，プライバシーを確保できる個室にて実施した（和気公民館）．体重測定時の服装は下着１枚と

し，タオルで汗を拭きとった後に測定した．登山前後の体重から，体重減少量および体重減少率（脱水率）を算出した．気

象条件は，湿球黒球温度（Wet�Bulb�Globe�Temperature;�WBGT）計（ミズノ社製；WBGT203A）を用い，各休憩箇所に

おいて測定した．位置情報は，GPS機能付サイクルコンピューター（GARMIN社製；edge500J）を用い，２秒毎に測定した．

心拍応答は，最小二乗法を用いて，指定した箇所における最高値および最低値が出現した時間を算出した３，７）．心拍応答の

データは，それぞれの測定箇所における標高の最高値あるいは最低値の前後120秒間を用い，X軸に時間（秒），Y軸に心拍

数（bpm）の最小二乗法による曲線回帰で近似させ，近似式を算出した３，７）．得られた近似式から心拍応答の最高値および

最低値を算出した３，７）．心拍応答の最高値および最低値と標高の最高値および最低値との時間的相違を位相の遅れ時間と定

義した３，７）．なお，心拍応答の最高値あるいは最低値が標高の最高値あるいは最低値に比較し，早いタイミングで出現する

場合は，「−」と表記した．標高が高くなる箇所の評価地点を上り，標高が低くなる箇所の評価地点を下りと定義した．位

相の遅れ時間の評価箇所を図１に示した．
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図１ ．GPSデータから求めた本登山調査における登山時間，標高
の推移（登山行程）と対象者aの登山中の心拍数の推移

▼；位相の遅れ時間の評価箇所（上り）
△；位相の遅れ時間の評価箇所（下り）
…；休憩箇所

　体重減少量，体重減少率，主観的運動強度，直腸温，心拍数および心拍応答の位相の遅れ時間の測定値は，平均�±�標準

偏差（mean�±�SD）で示した．各休憩箇所到着後の心拍数は，一元配置の分散分析を用い検定した．上りおよび下りにおけ

る各評価地点の心拍応答の位相の遅れ時間は，ウィルコクソン・マン・ホイットニー検定法を用い検定した．いずれの検定

も危険率５%未満（p＜0.05）を有意な差とした．

Ⅲ．結果
　表１に登山調査における気象条件を示した．気温，湿度およびWBGTは，それぞれ22.7～29.2℃，66.5～87.7%および22.8

～28.5℃であった．登山調査における体重減少量，体重減少率および直腸温の登山前からの変化量を表２に示した．体重減

少量および減少率は，−0.3～＋1.4kgおよび−0.47～＋1.77%であり，直腸温の変化量は0.29～1.41℃であった．表３に登山調

査中の主観的運動強度および心拍数を示した．登山調査中の主観的運動強度は８～12で推移し，心拍数は86～132bpmで推

移した．
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　表４にスタート地点，各休憩箇所およびゴール地点の標高と測定地到着後の心拍数およびRPEの推移を示した．測定地到

着後の心拍数およびRPEに有意な差は観察されなかった．上り時および下り時における各評価地点の心拍応答の位相の遅れ

時間を表５に示した．上り評価地点①，④，⑤，⑧における心拍応答の最高値は，標高の最高値に比較し，有意に早いタイ

ミングで観察された（それぞれ，p＜0.05）．下りの各評価地点の位相の遅れ時間に有意な差は観察されなかった．表６に上

りおよび下りにおける位相の遅れ時間の平均値の比較を示した．上りの心拍応答の最高値は，標高の最高値に比較し，有意

に早いタイミングで観察された（p＜0.05）．しかしながら，下りにおいては位相の遅れ時間に有意な差は観察されなかった．

表１．各休憩箇所における気温，湿度およびWBGT

気温（℃） 湿度（%） WBGT（℃）

スタート地点 26.2 73.0 25.0

休憩地点1 24.1 81.4 22.8

休憩地点2 24.6 85.9 24.1

休憩地点3 22.7 87.5 22.5

休憩地点4 24.1 87.7 23.8

休憩地点5 23.8 87.3 23.6

ゴール地点 29.2 66.5 28.5

mean 25.0� 81.3� 24.3�

SD 　2.1� 　8.4� 　2.0�

WBGT;�Wet�Bulb�Globe�Temperature

表２ ．登山調査における体重減少量，体重減少
率および直腸温の登山前からの変化量

mean�±�SD

体重減少量（kg） 0.58�±�0.48

体重減少率（%） 0.83�±�0.68

Δ直腸温（℃） 0.83�±�0.32

表３ ．登山調査中の主観的運動強度および心拍数

mean�±�SD

主観的運動強度 　9.2�±�1.2

心拍数（拍 ⁄ 分） 108�±�14

表４ ．スタート地点，各休憩箇所およびゴール地点の標高と測定
地到着後の心拍数およびRPEの推移

標高（m） 心拍数（bpm） RPE

スタート 　25 　85�±�10 6.4�±�0.6

休憩1 135 108�±�13 9.4�±�1.5

休憩2 125 103�±�14 8.9�±�1.3

休憩3 140 106�±�17 9.1�±�1.3

休憩4 125 113�±�17 9.7�±�1.6

休憩5 135 109�±�15 9.1�±�1.5

ゴール 　25 108�±�14 8.6�±�1.1

　　　n.s. 　　　n.s.
n.s.；有意差なし

表５ ．上りおよび下りの各評価地点における心拍応答
の位相の遅れ時間

位相の遅れ時間

上り①（秒） −28.6�±�33.1 *

上り②（秒） −13.8�±�21.4 n.s.

上り③（秒） −16.7�±�29.4 n.s.

上り④（秒） −36.5�±�34.5 *

上り⑤（秒） −31.8�±�31.6 *

上り⑥（秒） 　−9.2�±�12.0 n.s.

上り⑦（秒） 　−6.5�±�26.2 n.s.

上り⑧（秒） −46.0�±�35.2 *

下り①（秒） 　4.0�±�13.9 n.s.

下り②（秒） 　−5.7�±�12.7 n.s.

下り③（秒） 　4.9�±�15.4 n.s.

下り④（秒） 　2.0�±�20.4 n.s.

*；�p＜0.05，n.s.；有意差なし，vs.�標高の最高値ある
いは最低値の時間

表６ ．上りおよび下りにおける心拍応答の位相の遅れ時
間の平均値の比較

位相の遅れ時間

上り（秒） −23.6�±�31.2 *

下り（秒） 　2.0�±�20.7 n.s.

*；�p＜0.05，n.s.；有意差なし，vs.�標高の最高値あるい
は最低値の時間
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Ⅳ．考察
　本研究の知見は，和気富士縦走路往復登山における心拍応答の位相の遅れ時間が上りにおいては，標高の最高値に比較し

て，24秒早いタイミングで出現することである．さらに，心拍数から求めた夏季和気富士縦走路往復登山中の運動強度は43

～67%であった．これらのことは，本研究で明らかになった新しい知見である．

　登山調査日の天候は，雨後曇りであった．前日の夜間に雨が降った影響で湿度が81.3±8.4%であり，湿度の高い環境での

登山であった．WBGTは平均で24.3℃であり，日本体育協会の熱中症予防運動指針によると本研究における登山環境が「注意」

であった．しかしながら，ゴール地点のWBGTは天気が回復したことによって，「厳重警戒」であった．このことは，夏山

登山における環境変化を詳細に評価し，気象条件に応じた適切な対策をとる必要性を示唆する．

　本研究における登山時の心拍数は，86～132bpmで推移した．本研究の対象者の年齢から推定した最高心拍数の43～67%

であった．また，主観的運動強度は，８～12で推移した．これらのことは，和気富士縦走路往復登山が低強度から中強度の

身体活動であったことを示す．登山後の体重は，登山前に比較して平均で0.58kgの減少が確認された．本研究は，各休憩箇

所において，125mLの脱水予防水を摂取させた（合計625mL）．この水分摂取量は，事前の聞き取り調査の結果から導き出

したものであった．体重減少量は−0.47～＋1.77%であったが，２%程度の脱水率を示す対象者も確認された．つまり，登山

前後の体重変化には個人差が大きかった．学校教育などにおける集団登山においては，和気富士のような標高の低い山の登

山においても，特に夏季は，脱水症状を惹起させる危険性を考慮し，個人の状況に応じた水分摂取等の対策が事故防止に有

益である．

　本登山調査における心拍応答の最高値は，上りにおいて標高の最高値に有意に早いタイミングで出現し，下りにおいては

有意な差は観察されなかった．標高が高いことは，安静時および運動時の動脈血酸素飽和度の低下，心拍数の増加の要因で

ある１）．しかしながら，登山中の心拍応答の追従性に関する知見は我々の調べた範囲では不明である．本研究は，標高の低

い和気富士縦走路往復登山中の心拍応答の位相の遅れ時間を観察した．上りにおいて，心拍応答の位相の遅れ時間は，標高

に比較して早いタイミングで出現した．このことは，和気富士のような標高の低い山の登山において，心拍応答の追従性に

傾斜，歩幅，歩行速度などの地形および登山スキルなどの影響が大きい可能性を示唆する．今後は，標高の高い山を想定し，

心拍応答の追従性に着目した研究を展開する必要がある．我々は，運動強度を漸増漸減させるプロトコルにおいて，心拍応

答の位相の遅れ時間を評価した７）．本研究は先行研究における運動負荷を標高に置き換えて，心拍応答の位相の遅れ時間を

評価したことから，先行研究に倣い標高の最高値あるいは最低値の前後120秒間のデータを最小二乗法によって曲線回帰さ

せた．評価に用いる心拍応答のデータ数の違いによって，近似式が異なることから，位相の遅れ時間に差異が生じる．しか

しながら，心拍応答のデータを180秒間で評価しても，120秒間で評価した際と同様の傾向であった．このことから，位相の

遅れ時間は心拍応答のデータ範囲によって異なるが，データの範囲の違いは本研究の知見に及ぼす影響は小さいものと考え

る．本研究のような低山縦走登山において，下り時の心拍数の降下は，上りの身体活動量，発汗などの影響によって遅延す

る可能性を推測する．和気富士縦走路は，登山開始約15分間に標高130m程度まで登り，その後の標高の起伏は少ないコー

スである．このことから，登山開始時の身体活動量，それに伴う発汗や疲労などの影響が，その後の登山中の心拍数の増加

を引き起こした可能性は否定できないものと考えられる．これらのことから，登山時の心拍応答の追従性は，地形，気象条

件などの登山環境に対応し，登山時特有の応答を示すものと考察する．本研究の主な知見は，和気富士縦走路における心拍

応答の最高値が，上りにおいて標高の最高値に達する平均で24秒早いタイミングで出現することを明らかにしたことである．

この知見は，学校教育現場の登山教室などにおいて，心拍数の測定のタイミングや休憩箇所の設定の科学的根拠となるもの

と考える．今後，本研究の知見に基づき，標高，地形，登山スキルなどの要因と生理応答の追従性との関連性を明らかにす

ることによって，これまでに検討されていない生理応答の追従性に着目した登山の生理応答の把握等が可能になるものと期

待する．

Ⅴ．まとめ
　本調査から以下の知見が得られた．
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１．低山縦走路往復登山中の上り時の心拍応答の最高値は，標高の最高値に比較して，早いタイミングで出現することが明

らかになった．この傾向は，下りにおいて観察されなかった．

２．心拍数から求めた夏季和気富士縦走路往復登山中の運動強度は43～67%であり，625mLの水分摂取では２%程度の脱水

率を示す対象者も確認された．

　以上のことから，低山縦走路往復登山中の心拍応答の位相の遅れ時間は，上り時と下り時において応答に差異が生じるこ

とが示唆された．また，夏季においては，標高の低い山の登山においても脱水症状を惹起させる危険性を示す知見が得られた．
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� 〈資料〉

大学スキー実習中に発症した肩関節脱臼の一症例
−予防方法の検討と緊急時対応計画について−

青木　謙介，三瀬　貴生，水口　　潔

環太平洋大学体育学部

A�case�report�of�shoulder�joint�dislocation�in�a�college�athlete�during�a�university�ski�camp

-Study�of�preventive�measures�and�the�emergency�action�plan-

Kensuke AOKI，Takao MISE，Kiyoshi MIZUGUCHI

International�Pacific�University��Department�of�Physical�Education

Abstract
　We�report�the�case�of�a�college�athlete�who�dislocated�his�shoulder�during�a�university�ski�camp.�A�college�athlete�was�

a�19-year-old�male,�college�baseball�player�who�had�undergone�surgery�１�year�ago.�He�was�a�beginner�skier.�On�the�third�

day�of�ski�camp,�he�was�falling�in�the�gentle�slope,�which�resulted�in�re-injury�to�the�shoulder�joint,�causing�dislocation.�He�

repositioned�his�shoulder�by�himself.�There�is�no�limit�on�the�joint�range�of�motion,�and�which�was�enough�for�him�to�feel�

some�of�the�pain.�However,�skiing�practice�was�stopped�immediately.

　We�discussed�the�risk�management�related�to� the�ski�camp�of�university.�Leaders�should�be�aware�that�beginners�are�

prone�to�injuries�when�skiing�on�gentle�slopes.�When�an�accident�occurred,�an�emergency�action�plan�is�developed�to�ensure�

swift�decision-making.�Leaders�must�carry�first�aid�equipment,�including�slings�and�white�tape�during�the�ski�camp.�These�

measures�are�important�in�order�to�be�able�to�respond�quickly�in�cases�of�accidents�and�to�practice�safe�skiing�at�ski�camps.

Ⅰ．緒言
　スキー人口は1993年の1,770万人をピークに減少し始め2013年には680万人となっており，減少の一途を辿っている６）．大

林は，悲観的な予測シミュレーションとして2030年のスキー人口が2009年の22.5％まで落ち込むと報告している11）．

　体育の授業としてスキー実習を行っている大学は69.6％であり，スキー人口が減少していく中，多くの学校でスキーを実

習授業として取り入れている１）．中澤は，スキー実習は大学生が抱える対人関係の不適応や社会的人間関係の不得手といっ

た問題の改善，また円滑な対人関係の構築や促進に求められるコミュニケーションスキルの向上などに寄与する手法になる

と報告している９）．また，遠藤は，スキー実習における教育的な観点として，日常生活圏から離れた厳しい自然環境に触れ

ることや日常生活の中では構築しにくい人間関係を育むこと，さらには集中授業による技術進歩などを挙げている２）．この

ようにスキー実習では，通常の講義などでは得ることができない様々な効果が期待できる．本学では体育学部の卒業必修授

業として「雪上スポーツ実習」が開講されており，スキー種目を行っている．

　一方，スキーにおける事故が指摘されている．スキー外傷はスキー人口に比例して減少傾向にあるが，平成26年度には1,208

件の事故が報告されている13）．近年，スノーボード人口が増加したため，スキーヤーとスノーボーダーの衝突事故が増加し

たとの報告がある12）．スキー場で事故が発症した際，初期治療として各種のスプリントや三角巾などで患部を固定し，スキー

パトロール隊員に頼んでアキヤでおろしてもらう．さらに医療機関へ車や救急車で移送する流れになる７）．スキー場併設の

医療機関は少ないため，早い応急処置や緊急連絡網の準備が大切である．スキーの授業中に起きた事故に関しては，中学生，
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高校生におけるスキー外傷の報告は見られるが５），大学スキー実習におけるスキー外傷の報告はない．

　今回，我々は大学スキー実習中に肩関節脱臼を発症した例に遭遇したので報告する．また，今回の症例を報告するにあたり，

大学スキー実習において外傷が発症した際に学生の安全確保のために何が必要かを検討した．

Ⅱ．症例 
　大学男子硬式野球部１名（身長：175.2cm，体重：73.6kg，年齢19歳）外野手　大学１年生

　スポーツ歴：軟式野球３年（小学校４年～６年），硬式野球７年（中学校から大学まで），柔道８年（小学校１年～中学校２年）

　身体所見：関節弛緩性テスト　0.5点　

　　　　　　サルカスサイン　左／右　（−）／（＋）　

　　　　　　　左肩は手術後のため緩さはないが不安感あり．

　　　　　　　右肩は健側であるが緩さおよび不安感あり．

１．既往歴

　高校１年時３月に野球の練習中，セカンドランナーでピッチャーからの牽制にヘッドスライディングで帰塁した際に左肩

関節前方脱臼を受傷した．整形外科を受診して脱臼と診断された後，整復された．その後，高校３年の８月までに10回以上

の脱臼を発症したが，自分自身で整復した．

　野球シーズンが終わった高校３年12月に，総合病院にて手術を行った．手術後，病院でリハビリテーションを週１～２回

程度行い，本学に入学後，週１回のアスレティックリハビリテーションを行い，大学１年８月に硬式野球競技に完全復帰を

した．

２．スキー実習での受傷状況

　本学のスキー実習は，鳥取県大山スキー場において３泊４日で行われる（表１）．スキー実習では技術レベルにより班分

けされる（表２）．本学生の参加レベルは「F」であり，初心者レベルに該当した．本症例は，実習３日目の午前練習が終わ

る午前11時頃に発症した．当日のコンディションは，ゲレンデの雪は120cm程であった．天候は曇っており，降雪はない状

態であった．視界は20ｍ程度であった．発症場所は平均斜度14°のゲレンデ下部であり，初心者が滑ることができる緩斜面

表１．スキー実習スケジュール

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目

７：00 起床 起床 起床
７：30 朝食 朝食 朝食
８：45 学校出発
９：00 実技講習 実技講習 実技講習

※本症例事故
11：00 開講式 講習終了 講習終了 講習終了
12：00 昼食 昼食 昼食 昼食

閉講式
14：00 実技講習 実技講習 実技講習 現地出発

16：00 講習終了 講習終了 講習終了
18：30 夕食 夕食 夕食 到着後解散
19：30 講義 講義 講義
22：30 消灯 消灯 消灯

第３日目の午前中の講習が終わる11時直前に発症した．
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であった．誰かと接触や接触しそうになった訳ではなく，単独で手をついて転倒した際に，手が支点となり身体全体が前に

滑り，肘関節が伸展したまま肩関節が外転および外旋位となり発症した．発症時，10ｍ程谷側を滑っていた本学生担当班の

筆者が呼び止められた．振り返ると右手で左肩を押さえており，本学生が脱臼の症状を訴えていた．筆者は競技復帰前のア

スレティックリハビリテーションを担当していたため，肩関節前方脱臼を再発した可能性が高いことが分かり，緊急連絡を

行う準備をしたが，すぐに本学生が自分で整復した．整復後，肩関節の屈曲動作および外転動作，回旋動作を行い，多少の

痛みがあるが関節可動域の制限がなかったため，緊急連絡はせずにレストハウスにて休憩させた．その際，肩関節の状況を

確認後，実習責任者に電話連絡を行った．本人はこのまま滑りたいと話したが，再発する可能性も考えられるため，この日

は実習を中止させて，アイシングおよびバンテージにて上肢を固定した．

Ⅲ．考察
１．スキーにおける外傷について

　平成26年度のシーズン中に起きたスキー外傷1,346件中，膝関節が最も多く369件あり，下腿153件，肩関節152件の順であっ

た13）．塩谷らはスキー患者2,438名を対象に診察した結果，頻発するスキー外傷は膝関節捻挫，頭部顔面切挫創，下腿骨骨折，

足関節捻挫，肩関節脱臼の順であったと報告している12）．本症例も肩関節脱臼であり，起こりやすい外傷の一つであったと

考えられる．栗山は，スキーにおいて手をつき肩関節脱臼が発症しやすいことを報告している７）．今回のケースも先行研究

と同様の発生機序であった．また，速水らは，学校管理下におけるスキー外傷の中で脱臼の発症は小・中学生と比較して高

校生に多く，脱臼の受傷率と滑走スピードとの関係を指摘している５）．本症例においては体育学部の大学生であり，体重お

よび筋力があるためスピードも出ていた可能性も考えられる．また，水澤らは，スキー実習における学生の疲労度は３日目

に多いと報告している８）．本症例が発症した日もスキー実習３日目であり，先行研究の疲労状況と一致している．慣れない

スキーにより疲労感や筋肉痛が３日目にピークをむかえる．大学スキー実習における筋肉痛の部位では，中級者グループと

初心者グループに共通して大腿部に多いことが報告されている４）．大腿部の筋肉痛や筋疲労によって，転倒などが多くなり

負傷するケースも考えられる．大腿部のコンディションを整えるための方法として，機能解剖を考えた大腿前面のストレッ

チング（図１，２）と大腿後面のストレッチング（図３，４，５）を入浴後に行うように指導することが必要である．未経験

者および初級者は日常行っている運動とは違うため疲労していることを忘れて上達する嬉しさを感じる．チャレンジしたい

という意思が強くなり急斜面ではコントロールしてゆっくりと滑るが，緩斜面ではスピードを出し始める．古山らは，初級

者レベルのスキーヤーは緩斜面で外傷が起こりやすいことを報告しており３），本症例も初級者であった．実習最終日が近く

なるとフリー滑走を入れることが多くなる．指導者はフリー滑走ですべてを自由にさせるだけでなく，スピードを出しすぎ

ることがなく，コントロールしながら降りてくる中程度の斜面を選択してそのコースでフリー滑走するように指示すること

が必要である．

表２．参加学生の技術レベル

段階 技術レベル 人数

A 自由自在にスキー操作をすることができる １１

B ウェーデルン（ショートターン）で滑ることができる ３

C パラレルターン（ロングターン）で滑ることができる ６

D シュテムターン（八の字にした状態から、ターン時に足を揃える）で滑ることができる １２

E プルークボーゲン（スキーを八の字にした状態でターン）で滑ることができる ３３

F スキーをしたことがあるが、全く滑ることができない ２５

G スキーを全くしたことが無いので、どの程度滑れるか分からない ７１

合計 １６１

本症例学生は，「F」クラスに該当した
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図１．大腿四頭筋のストレッチング①

つま先は後向きになるように膝を屈曲させる．大腿前面を

意識させる．

図２．大腿四頭筋（特に大腿直筋），腸腰筋のストレッチング②

股関節を伸展させた状態で行う．股関節前面を意識させる．

図３．ハムストリングスのストレッチング①

つま先は上に向けた状態で行う．

図４．ハムストリングスのストレッチング②

つま先を外側に倒した（股関節外旋）状態で行う．半腱様筋・

半膜様筋を意識させる．

図５．ハムストリングスのストレッチング③

つま先を内側に倒した（股関節内旋）状態で行う．大腿二

頭筋を意識させる．
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２．大学スキー実習における提言

既往歴の確認について

　今回，筆者が担当した班には，１年以内にスポーツ外傷・障害で手術を行った学生が２名いた．１名は今回報告した肩関

節脱臼の学生であり，もう１名は膝関節前十字靱帯断裂の学生であった．本実習は体育学部の必修科目であるため，体育会

所属の学生も多く参加する．スキー実習の前に怪我をしている学生も少なくない．手術などして既往歴を持っている学生に

は，実習中は必ず患部の状況を確認することを忘れてはいけない．また，スキー外傷が発症しやすい膝関節や肩関節に既往

歴のある学生に関しては，予防のテーピングをしてからサポーターで保護するなど再発を未然に防ぐ必要がある．また，ほ

とんどの大学では，スキー実習の前に技術レベルやレンタル用品などを知る必要があるため，必ずアンケート調査を行って

いる．その際に過去の運動器疾患の既往歴などを調査して，既往歴がある学生のことを指導者は頭に入れておいた方がよい

と考える．また，アンケートを実施してから日数がたっている場合や，実習の初日に班の学生を入れ替える場合など，手元

にある資料の情報が異なる場合もある．指導者は必ず滑る前に学生の既往歴や状態を確認する必要がある．�

緊急時対応計画の作成

　緊急時の対応方法について図６に示す．一般的なスキー実習では，ゲレンデで起きた外傷に関しては非医療従事者である

ゲレンデパトロールが対応する場合が多い．しかしながら，本学では大学に常駐する看護師を中心に，速やかな外傷の判断

により搬送や救急隊への引き継ぎ方法を確立している．スキー実習では処置すればすぐに実習が再開できる軽度な外傷から

生命に危険を及ぼす重度な外傷まで起こる．外傷の判断を素早く行うことにより，円滑で安全な実習が行えると考える．緊

急時対応計画は細かく作成する必要がある．

　本学での緊急時対応方法は，ゲレンデごとのスキーパトロールの電話番号を各教員が確認して，連絡手段には携帯電話を

使用している．事前に緊急事態が発生した場合の連絡方法を確認するミーティングを行っている．本学の実習では，本部に

一般的な緊急対応 本学の緊急対応

スポーツ外傷発生

指導者がスキーパト
ロールへ連絡

スキーパトロールに
よる応急処置

119要請
指導者による
実習再開判断

スポーツ外傷発生

指導者が本部へ
連絡

看護師が電話
現場対応の指示

スノーモービル
による搬送

看護師による
現場応急処置

看護師による
現場応急処置

【軽度】 【重度】

119要請

スキーパトロール
による搬送

スキーパトロール
による搬送

救急隊への
引き継ぎ

救急隊への
引き継ぎ

看護師による評価

指導者による
現場応急処置

【中等度】

本部まで自力で移動

看護師による
実習再開判断

実習を中止して
医療機関への受診

【中等度・重度】【軽度】

図６．スポーツ外傷時における緊急対応方法フローチャート
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は実習責任者および緊急対応者，看護師の３名が待機しており，緊急時にはスノーモービルでかけつける体制を整えている．

命にかかわる大事故の場合には，スキーパトロールに直接連絡する．命にかかわらない事故に関しては，スノーモービルで

看護師が出動し判断して，必要があればスキーパトロールに連絡する．広いゲレンデにおいてはスキーパトロールの電話番

号が違うことも頭に入れておかなければいけない．事故が起きたことを想定して，自分自身がどう動くかシミュレーション

しておく必要がある．特に命にかかわる大事故の場合，救命処置までの時間が生存率に関わる．スキー種目は，脳の外傷や

脳震盪も多く発症することが報告されており，平成26年シーズン中には，スキーによる頭部外傷での死亡事故も２件起きて

いる13）．筆者は競技スポーツの応急処置活動を行うにあたり，ポケットに携帯できる大きさにしたSCAT２（脳震盪評価法）

や心肺蘇生法などを常に携帯している．命にかかわる大事故が発生しても速やかな対応を可能にするために，SCAT２（脳

震盪評価法）や心肺蘇生法，緊急連絡方法などを携帯できる大きさにまとめて，スキー指導者が携帯することが必要と考え

られる．

　本学ではアスレティックトレーナーや柔道整復師を養成するコースを持つため，スポーツ外傷に精通している指導者も帯

同する．本学の教職員は，日常や体育授業，スポーツ活動中に起こる緊急事故に素早く対応するため，教職員には年に１度

の救急法講習会の受講を義務付けている．実習の事前準備としてだけではなく，日ごろからの安全管理を徹底することによ

り，実習中の安全がより確保されると考えられる．

応急処置道具について

　今回，肩関節の脱臼はその場で自身に整復されたため使用した用具等はなかったが，宿舎に戻ってから氷嚢とバンテージ

を使用してRICE処置を行った．指導者が常時持つ応急処置用具では，三角巾とホワイトテープが必要である．この２つを

携帯することにより，様々な外傷の応急処置に応用可能である．しかしながら，応急処置道具を持ち合わせていない時に肩

関節や肘関節の脱臼，鎖骨や上肢骨の骨折が起きた場合，ネックウォーマー２個をつなぎ合わせて患側の手を入れることに

より固定姿位をとることができる（図７，８）．救急隊などの医療従事者に引き継ぐ前の応急処置では，身につけている物な

どで応用することが可能である．日本赤十字社雪上安全法では，スキー場での事故やけがの手当てに必要な固定用具の中に

メディシーネやサムスプリントなどの副子を定めている10）．実習本部に副子を準備することは大切であるが，副子を指導者

が持ち運びするのは困難なため，スキーストックで応用が可能と考えられる．

図７．ネックウォーマーで作成した簡易固定具

ネックウォーマー２個を結び，大きな輪に首を通す．

図８．簡易固定具を利用した上肢固定

小さな輪に手を通し，茎状突起をネックウォーマーにかけ

る．前腕が細い子供や女性の場合は，小さな輪を180度捻っ

てから手を通すことにより，手部が抜けることを防ぐこと

ができる．
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　大学スキー実習中に発症した肩関節脱臼の一例を報告した．スキー実習における事故への早急な対応およびリスク管理の

ためにも，既往歴の確認や詳細な緊急時対応計画の作成，応急処置道具の携帯などが必要である．今後，大学スキー実習中

における外傷・障害データを蓄積して，未然に外傷・障害を防止する方法を確立することが必要と考える．
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運動・スポーツ生活からみたスポーツ指導者への変容
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Change�of�a�sports�instructor�from�sports�life

−A�life-story�analysis−

Kouki TSUNEURA１），Yosuke TAHARA１），Atsushi TAKAOKA２），Koichi YAMAMOTO１）

１）International�Pacific�University，２）Graduate�School�of�Education,�Okayama�University

Abstract
　The�purpose�of�this�study�is�twofold:�１）�to�understand�how�sports� instructors� in�a� local�community� interpret�a�critical�

point�when�they�have�to�change�their� involvement�with�sports�and�２）�to�understand�how�various�conditions�affecting�their�

interpretation�are�related.�This�study�employed�one�male�participant.�He�had�a�repeated�semi-structured�interview.�

　The�analysis� of� the�data� shows:� １）�the�participant’s�past� sports� experience� affects�his�meaning� toward�his� sports�

instruction�and�２）�his�participation�in�sports�activities�in�a�local�community�contributes�to�his�involvement�with�sports.�The�

results�imply�that�it�would�be�necessary�to�interpret�the�meaning�of�sports�life�from�the�perspective�of�sports�instructors�in�

a�local�community,�thereby�it�is�likely�to�be�possible�to�propose�a�new�type�of�sports�promotion�which�is�relevant�to�a�local�

community.

キーワード：運動・スポーツ生活，ライフストーリー，スポーツ指導者，地域

Ⅰ．問題・目的
　2011年にスポーツ基本法が制定され，人々が豊かな運動・スポーツ生活を享受できる運動・スポーツ活動の機会を保障す

るとともに，その活動を支えるシステムづくりや拠点づくりが緊急かつ重要な課題として挙げられている．スポーツ実践現

場において，施設整備や指導者養成，教室・大会開催といったスポーツ環境整備を中心とした上からのスポーツ政策から，

総合型地域スポーツクラブの創設・育成という行政と地域住民が一体となって取り組む社会運動的な活動が推進されるよう

になってきた９）．さらに日常的にスポーツと親しみ，スポーツを楽しみ，スポーツを支え，スポーツを育てる活動に参画す

る機会が確保されるためにも，スポーツを実際にする人だけでなく，トップレベルの競技大会やプロスポーツの観戦などと

いった，スポーツをみる人，指導者やスポーツボランティアなどのスポーツを支える人にも着目し，生涯にわたって運動・

スポーツと親しむことができる環境を整備することが求められている８）．

　運動・スポーツとのかかわりは，する，みる，支えるといったかかわり方の広がりや運動・スポーツ実践の主体である地

域住民の生活スタイルの多様化など，複雑化している情況にある．運動生活は生活者の志向性が複雑に絡み合っているもの

であるにも関わらず注１），１），これまでの地域スポーツ経営論は，地域スポーツに関連する組織単体の分析に主眼が置かれ

注１）後藤１）は，スポーツライフの変容過程において，時代効果，コーホート効果に加え，年齢効果，地域効果，生活効果といった社会的要因が重層的

に影響し合っているだけでなく，ライフヒストリーを用いた分析から同様の時代や地域に生きながらもそれぞれ異なった道筋を歩んでいると指摘
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てきた．このことについて，柳沢は，地域に住む生活者が創りだした地域性とスポーツが生み出す地域性との関連が看過さ

れる危険があると指摘している７）．このことに関連して，関根ほか５）は，地域の人びとが総合型地域スポーツクラブ設立と

いう新たな生活条件に対応する過程と地域組織の活動展開を記述した．関根ら７）によって確認された地域スポーツ経営研究

の新たな潮流は，スポーツ組織の分析を主眼に置いてきた地域スポーツ経営研究において，運動・スポーツと生活とを関連

させた視点が後景化しており，地域で暮らす生活者の内実を浮かび上がらせるには至っていないという課題認識を持ってい

る．また，地域社会から影響を受けた運動生活者の主観的意味の解明なしに，地域におけるスポーツ実践を正確に把握する

ことはできないことから，一人ひとりの生活者の立場から，経営体や事業展開を検討する視点が必要だと主張している５）．

　スポーツ実践現場の個性や個別性の理解のあり方について，清水６）の認識論的立場注２）に立脚すれば，運動・スポーツ

生活は，生活者の運動・スポーツや地域生活に関する多様な意味を内包した諸行為によって成立していると捉えられる．そ

して，多様で複雑な情況としての運動・スポーツ生活を理解するためには，生活者の言葉を聞き取り，彼／彼女らの主体的

意味を解釈することが不可欠となる．本研究のねらいは，生活者が意味づけている運動・スポーツ生活が，生活者の意味世

界では，どのように成立しているのかという様相を明らかにしていくことであり，まさに彼／彼女らの主体的意味を解釈す

ることである．しかし，運動・スポーツ生活の様相を全体的に把握することになれば，先にレビューしてきたように，多様

かつ複雑化した姿がみてとれるだろう．そこで，本研究では，現在，スポーツ指導者としてのかかわりを継続する一事例に

焦点を当て，スポーツ指導者としてかかわり方がどのように成立しているのかという過程とその様相を明らかにすることを

目的とする．

Ⅱ．方法
１．ライフストーリーについて

　運動・スポーツのかかわり方の変容を生活者の視点から把握するためには，ある程度の運動・スポーツ生活の様相を把握

する必要がある．そのため，分析手法としては，ライフストーリーを用いることとする．ライフストーリーは，個人の人生

に焦点を合わせ，その人自身の経験をもとにした語りから得た人生の物語である．ただ，人は自分の人生を最初から最後ま

で完全に語ることはできないという認識に立ち，語りはインタビューによって引き出されたものと理解されるものとし３）４），

ライフストーリーという個人の語りは，時代や地域性を超えた様々な出来事とそこに含まれる要素を伝達・伝承するために

必要なコミュニケーションにおいて中心的な役割を果たしており，ストーリーが語られるには，語り手だけではなく聞き手

が必要であると述べている４）．ライフストーリーは語り手と聞き手の相互行為を通して構築されるという対話的構築主義ア

プローチ注３）にもとづくものであると捉える必要がある．また桜井は，語られた内容が事実かどうかは問題ではなく，現実

は語り手によって構築されるものであると述べている４）．ライフストーリーを語ることは自分の経験に意味を与えることで

あり，語り手は過去の経験について「当人の所属するローカル文化に固有な用語や日常の特有な言い回しを利用して，ロー

カル・コミュニティの成員に説得的に自分の世界を語ろうとする」４），語り手は，当人をとりまく社会の中で過去の経験を

語るのである．すなわち，研究者は生活者との対話を通してライフストーリーを引き出し，そこから彼／彼女らが意味づけ

ている運動・スポーツ生活の様相とその変容期に関する一連の流れを理解することができるのである．よって本研究は，桜

井の対話的構築主義アプローチに依拠してライフストーリーを収集・分析することとした．

２．ライフストーリーの構成方法

　ライフストーリーを構成するうえで，「ライフストーリーの分析には何が語られたかという語りの内容とともに，どのよ

うに語られたかという語りの過程の分析」４）が必要となる．過去の出来事を語ることは，過去の出来事の全てを詳細に明ら

している．
注２）清水６）は「社会現象を営む主体の側の意味付与の仕方や相互にどのように解釈しあっているかという対象の側の主体的意味を捉えることにある」

と述べている．
注３）ライフストーリー研究法において，ナラティブ・アプローチに分類されるものが，桜井の対話的構築主義アプローチである．インタビューの場で

対象者と調査者の両方の関心から協同で言語化・明示化させることで，彼／彼女らの意味世界を理解しようと試みる方法として考えられている．
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かにすることではなく，その人の中で，何が，どのように，どういったこととして，ということが，個人の中にどのように

存在し，どう変化しているのか，どのように捉えられ，実際に行動へと移っているのかを明らかにすることだからである４）．

また，過去の出来事を膨大な言葉で語ってもらっても，過去の経験すべてを語りつくすことはできず，よって研究者として

把握し切ることはできない．ライフストーリーの語りは語り手の固有の時間秩序によって語られるものであるため，語りを

語り手と聞き手の共同作業によって時系列に並び替えて整理する必要がある２）．また，聞き取られたライフストーリーは，

当人が過去をぼんやりと思い出すものとは異なり，聞き手に過去を語ろうとする中で内省的に振り返った事柄である．よっ

て内容や時間的前後の誤認といった間違いが生じる可能性がある．そのため，ライフストーリーを構成する際には，語り手

との相互確認を通して丁寧に把握していく必要がある．そこで本研究では，詳細なライフストーリーを構成するために，あ

る程度の時間を空けて複数回にわたってインタビューを行い，その都度，書き起こした語りとそれを時系列的に編集したも

のを語り手に示して確認作業を繰り返し，最終的に完成したものをライフストーリーとして分析の俎上にのせた．

３．対象事例の概要

　半構造化インタビューを用いて，複数回にわたって対象者のライフストーリーを聞き取り，それをもとに分析を行った．

調査対象は，同一市で生まれ育ち，現在も生活し続けている男性１名である．49歳でありライフストーリーを聞き取るのに

十分な年齢であると考える．運動・スポーツのかかわり方の変容を捉えるために，これまでに少なくとも１度は，一定期間

の運動・スポーツ実施経験があり，現在，スポーツ指導者として活動している者とした．50年前後のライフストーリーを聞

き取るため，細かなサンプリングを設定せず，ひとりの人生そのものを詳細に捉えていくことを第一とし，定めた年齢，運

動経験，生活環境から選定した．

表１　調査対象者

対象者 年齢 性別 インタビュー回数 インタビュー総時間

事例１ 49歳 男性 ３回 ３時間43分12秒

４．データの収集と分析の手順

　調査は2012年12月から2013年６月に実施した．対象者に対して，インタビュー時に口頭にて，調査に関する説明を行い，

本人の同意を得た．インタビューは，対象者の運動・スポーツとのかかわりについて詳細に把握していくために，回顧しな

がら自由に語ってもらった．インタビューは３回に分けて行った．１回目に収集した語りを時系列に並び換えたトランスク

リプト・シートを作成し，２回目以降のインタビューの際に，シートを対象者に示しながらライフストーリーの確認を行い，

さらに語りを引き出した．紙数の制約上，すべての運動・スポーツ生活について言及することができないため，分析範囲を

運動・スポーツを行っていた時期からスポーツ指導者としてのかかわり方へと変容した期間とし，個人の運動・スポーツ生

活の様相を捉えることとした．

Ⅲ．結果と考察
１．事例のライフストーリー

　小学校は，学校までの距離が遠く，近所の広場で野球を中心とした遊びをしていた．中学校も通学に１時間かかることから，

部活動への入部をためらっていたが，友人との関係から陸上部に入部した．高校では野球部に入りたかったが，親の反対に

より断念し，陸上部に入部したものの，３年生になる年に退部した．社会人になり，職場の野球クラブに所属した．地域リー

グ内に同世代が多かったことから，同世代で集まり新たなクラブを作り，全国軟式野球連盟の大会にも出場するようになっ

た．転勤があり，所属クラブが変わってからはメンバー集めに苦労するようになったという．前職場のクラブでも地域リー

グに参加していたが，４，５年後には仕事との兼ね合いで参加できなくなった．転勤後の所属クラブで大会参加を続けてい

たが，人数不足で棄権することが増え，人数が揃わず大会へエントリーすることを悩ましく感じるようになったという．40
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歳手前になり，クラブの参加者が全体的に高齢化し，自分自身もプレーすることが辛くなっていった．その頃にはクラブ自

体も人数集めに苦労しておりクラブの継続が厳しい状態であったという．同時期に，子供が所属するサッカークラブから保

護者コーチを任されるようになり，野球クラブの練習や人集めに注力できなくなり，クラブを解散することになった．その

結果，スポーツ活動から離れるが，それに伴ってサッカーの指導者として多くの時間を割くようになった．現在では，地域

である行事や役割を担いながら，サッカーの指導者を継続している．

２．運動・スポーツのかかわり方の変容に関する様相

　事例は，転勤後も転勤前の職場の地域リーグに参加するなど，前職場では，自身が「野球がしたい」と思えば，野球の試

合に出場することができていた注４）．しかし，転勤後の職場にあるクラブでは，自身の思いと周囲との雰囲気が異なり，仕

事が休みでも「地域の行事」や「冠婚葬祭」等があるということで，参加を断られることが多かったという．事例は，「仕

事が休みイコール野球ができる」と考えていたことから，周囲に対して「仕事が休みなのになぜ野球の試合に参加できない

のか」と「周囲への不満」を強く感じていた．前の職場では，職場の「年上の人たちの協力」で，仕事を代わってくれる等，

野球をできる環境化にあり，転勤後の環境に対してより不満が生じていたと考えられる．

　転勤してから，３，４年たった頃にある試合の日，試合に出場するメンバーの親族に不幸があり，もともと「試合できる

ぎりぎりの人数」であったことや，出場メンバーのほとんどが葬式へ参列するために，当日に試合を棄権することになった．

当日，対戦相手の試合は１試合だけだったために，試合をせずに解散することになった姿をみて，これまでは自身の「野球

がしたい」という思いだけで野球をしてきたが，「野球をしたくない以外に参加できない理由がある」ことを実感し始めた

という．仕事が休みでも，「それぞれの生活や用事がある」ことに気付くきっかけになったという．事例は，試合に出場で

きないことや試合途中で棄権になった経験によって，対戦相手やチームメートがいるから試合が成立していることや，メン

バーの一人ひとりが予定を空けて，参加してくれていることについて強く実感している．

　その後，「人数が集まりにくい」，「メンバーの高齢化」や自身が「肩を痛めている」状態で野球を続けてきたことに加え，

国体のために野球審判を育成するということで，大会のたびに「審判を１人ださないといけない」という状況であったため，

メンバー集めがより難しくなっていったという．そのため，月日を重ねていくことで，試合への参加頻度は減っていったと

いう．事例は，その環境下の中，野球を継続的に続けてきた要因は，事例以外にも「野球をしたい仲間がいる」ことだと語っ

ている．自身よりも年齢が上のメンバーが多く，「それぞれの生活や家庭，地域行事と兼ね合いながら，野球をする時間を作っ

てくれていた」ということが，野球を継続する促進的な要因であったと考えられる．

　子供が大きくなり，サッカークラブに所属するようになったことをきっかけに，「子供のサッカーの試合の審判を頼まれ

る」ことが増えたという．その後，「前任の保護者コーチの人が辞める」ことになり，「サッカー未経験」だったが，「子供

がお世話になっている」ことが要因となり，代わりに保護者コーチを引き受けることになった．同時期，国体への野球審判

育成のため，大会のたびに「審判を２人出すように要請される」ようになったという．事例は，サッカーコーチと野球審判

や人数調整等を並行していくことを難しく感じたと語っている．自身が「肩を痛めていた」ことから，思うようにプレーで

きなくなっていた現状や，他に「野球クラブの調整をする人がいない」ことが阻害要因となり，野球クラブを解散したとい

う．事例は，野球をここまで継続できたことに強い満足感を語っており，運動・スポーツ非実施（野球を止める）に至ったが，

野球に対して満足したと意味づけていたことが，サッカー指導者という新たな運動・スポーツとのかかわり方の変容に影響

していると考えられる．

　自身の子供が，サッカークラブを卒団した後も，「保護者とのつながり」注５）や，「子供たちとのつながり」という地域

でのつながりから，保護者コーチを継続することとしたという．事例は，コーチとして，「中途半端だった高校時代の経

験」注６）や，「野球チームを継続する難しさ」という自身の経験から，継続することの大切さを伝えたいと語っており，自身

注４）事例は，社会人になってから，職場の野球クラブに所属していた．転勤先の職場にも野球クラブがあったため，転勤後に所属クラブを変更している．
注５）保護者から「弟もお願いします」と言われることなど，日常的な人脈の広がりを強く感じたことがサッカーコーチ継続の理由という語りから．
注６）高校時代に部活を辞めるか迷っていた所，友人の影響から部活を辞めてしまい，中途半端な高校時代を過ごしてしまったという語りから．
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のスポーツ経験が自身のスポーツ指導者としての思いにつながっていると考えられる．また，自身が野球クラブを継続して

きた中で，地域で生活する以上，様々な地域行事やそれぞれの家庭の都合があることを実感しており，「地域の断りにくい

行事」等が多くあると語っているが，事例は地域行事を通して，サッカークラブによって生じた「人とのつながり」の広が

りを実感している．サッカーコーチという役割を通して，「地域の子供たちの居場所になれば」と考えていることから，事

例にとって，サッカーコーチを続けることは，地域での「消防団」や「青年団」を担うことや「日頃のあいさつ運動」への

参画と同様に，地域での活動の一つとして意味づけていると考えられる．これはサッカーコーチとして活動するうえで，子

供たちのパフォーマンス向上のための活動をするのではなく，「子供にチャンスをあたえる機会をつくる活動」という語り

から表出していると考える．しかし，事例は「代われる人がいるなら，いつでも指導者を辞める」と語っており，これらの

活動を同時に継続していくことに対して難しさを感じている．そのような中，継続的にそれぞれの活動に参画できている要

因は，「他のコーチとの協力」や，「地域の中での助け合い」といった生活によって生じる「人とのつながり」であると意味

づけている．事例が地域行事に参画する場合，サッカークラブを他のコーチにお願いし，他のコーチが別の行事に参画する

必要があれば対応できるよう調整し合うことによって，それぞれの活動を毎回参画することは難しくあるものの継続的に続

けることができていると語っている．これは前述したように，事例にとって，サッカークラブのコーチという役割が地域行

事に参画することと同様に必要と意味づけていることが影響していると考えられる．以上，図１に事例の語りから得られた

運動・スポーツ生活の変容過程について示した．

Ⅳ．まとめ
　本研究では，一事例のライフストーリーを聞き取り，運動・スポーツ生活について把握してきた．本稿を通して，運動・

スポーツとのかかわりにおける過程をとらえてきた結果，事例は，これまでの運動・スポーツとのかかわり方（野球を行う）

と新たな運動・スポーツとのかかわり方（サッカークラブの指導者）が相互に影響し合っているように意味づけている様相

がみてとれた．対象事例は，サッカークラブの保護者コーチを引き受けた当初，野球クラブにて野球を継続しており，野球

を行うこととスポーツ指導という運動・スポーツとのかかわり方が重複していた．得られた語りから，事例にとって，スポー

ツ指導というかかわり方が生じたことが，野球を行うにあたって阻害要因として意味づけられている．しかし，これまで野

球を行ってきた経験に対して満足感を得ていたことが語られており，運動・スポーツに対する当人の意味づけの仕方が，新

たな運動・スポーツとのかかわり方（サッカークラブの指導者）に対して自分なりの意味を見出したことにつながっている．

本事例から，スポーツ指導者としての運動・スポーツとのかかわり方へ変容し，新たなかかわり方が成立した過程が把握で

きたといえよう．本稿において，運動・スポーツ生活を全体的に把握しようと試みたことにより，新たな運動・スポーツと

のかかわり方が生じるうえで，当人のこれまでの運動・スポーツとのかかわりへの意味づけ方に影響されている可能性が示

サッカー指導者 野球を行う 

他のサッカーコーチ 

地域住民 

サッカー行事 地域行事 

メンバーの高齢化 

ケガ 

大会審判派遣 

野球に対する満足感 
子供とのつながり 

保護者とのつながり 

人とのつながり 

地域 

野球での経験 

図１　スポーツ指導者への変容過程
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唆されたと考える．今後，運動・スポーツとのかかわり方の成立について理解していくためには，その成立過程を捉えてい

くことが必要であると考える．

　次に，過去の運動・スポーツ経験と地域とのつながりが当人のスポーツ指導観に影響しているという様相がみられたこと

に注目するべきだろう．事例にとって，「サッカー未経験」でありながら，サッカークラブの指導者として継続してきた要因は，

「保護者とのつながり」や，「子供たちとのつながり」にあると語られている．さらに，「中途半端だった高校時代の経験」や，「野

球チームを継続する難しさ」といった過去の経験から，指導者として「継続できる環境」と「人とのつながり」を重要視す

るよう意味づけている．事例において，過去の運動・スポーツ経験がスポーツ指導観に少なからず影響していることが理解

できたといえよう．運動・スポーツとのかかわり方の過程を捉えていくうえで，当人の意味づけ方を理解することによって，

スポーツ指導者としての指導観やその行動に影響する諸要因を読み解くことができる可能性が示唆されたと考える．

　今後の課題として，本稿では，運動・スポーツ生活を全体的に把握していくことで，スポーツ指導者としてかかわり方に

ついて言及しようと試みたが，１事例のみの結果から言及しているため，今後も同様の研究蓄積が求められるだろう．今後，

本稿にて理解できた運動・スポーツとのかかわり方の成立過程やスポーツ指導観への影響要因がより詳細になっていくこと

で，現在，地域スポーツにおいて問題として挙げられるスポーツ指導者による体罰問題や高齢化等を含む担い手不足といっ

た問題への解決策を見出す知見が得られると考える．

　最後に，事例の語りから「代われる人がいるなら，いつでも指導者を辞める」や，「保護者とのつながり」という語りや

要因が抽出されており，運動・スポーツとのかかわりにおいて，人とのつながりは大きな影響要因として考えられる．今後，

地域の中で求められる役割や生活環境といった地域と運動・スポーツとの関連について詳細に捉えていく必要があると考え

る．運動・スポーツ生活に関連する諸影響要因やすべての様相を把握することは困難だと考えるが，多様・複雑化した運動・

スポーツ生活の様相を理解するうえで，本稿のように１事例から得られた知見に焦点を当て，詳細に理解していくことは重

要な課題であろう．
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電動車椅子サッカー競技選手の心理的競技能力
−国際ルールに基づく大会参加選手について−
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吉備国際大学社会科学部スポーツ社会学科

Psychological�competitive�abilities�of�Powerchair�Football�players

-The�case�of�Japanese�players�in�the�tournament�based�on�international�rules-

Hiroshi AMAOKA, Ken TAKEUCHI, Kuniatsu NAGAMI

１）Department�of�Health�and�Human�Performance,�School�of�Social�sciences,�KIBI�International�University

Abstract
　The�purpose�of� this� study�was� to� investigate� the�psychological� competitive�abilities�of�Powerchair�Football�players�

using�Diagnostic� Inventory�of�Psychological-Competitive�Ability� for�Athletes�（DIPCA.�3）.�The�subjects�were�34�male�

with�disabilities.�（mean�age;�26.9�±�9.6yrs）.�All�subjects�completed�both�the�subjects�were�divided�into�two�groups�（High�

rank�group;�n=15,�Low�rank�group;�n=19）.�All�subjects�have�provided�their� informed�consent�before�participating.�Total�

score�of�DIPCA.�3�for�Powerchair�Football�players�who�played�in�this�tournament�was�high.�The�High�rank�group�showed�

significantly�higher�scores�in�factor�of�confidence�and�cooperation�than�that�of�the�Low�rank�group.�These�results�suggest�

that�high�competitiveness�influence�the�psychological�competitive�abilities�of�Powerchair�Football�players.

　本研究の目的は，国際ルールに基づく大会に出場した選手の心理的競技能力を把握することであった．対象選手は，34名

の男性（平均年齢：26.9±9.6歳）であった．対象者を上位群15名と下位群19名に分類した．すべての対象者にインフォー

ムド・コンセントを実施した．心理的な競技能力についての調査には，心理的競技能力診断検査（DIPCA.�3；Diagnostic�

Inventory�of�Psychological-Competitive�Ability�for�Athletes，トーヨーフィジカル）を用いた．その結果，大会に参加した

選手の心理的競技能力の総合得点は高かった．上位群は，下位群と比較して，自信と協調性因子得点で有意に高い得点を示

した．これは，競技力の高さに加えて，試合経験数の多さによるものと考えられた．これらのことから，電動車椅子サッカー

選手の心理的な競技能力は，競技力により影響を受けることが明らかとなった．

キーワード：重度身体障害者，DIPCA.�3，地域代表選手

Ⅰ．はじめに
　我々はこれまで，電動車椅子サッカー日本代表候補選手の合宿における心理的競技能力及び心理的コンディションについ

て検討してきた．その結果，電動車椅子サッカー日本代表候補選手の心理的競技能力の得点が高いが，身体的疲労に伴い心

理的コンディションが「急性疲労」傾向を示すこと１）や，若手選手の育成における世界大会経験の意義について２）報告した．

　一般に，心理的競技能力は競技レベルが高いほど評価得点が高いこと13，14）や非レギュラーと比較してレギュラーで高い

こと３，５，６，９，17）が明らかとなっている．これらのことは，日本代表選手や候補選手を対象としてきた我々の報告１，２）と一致

する．しかしながら，全国で活動する電動車椅子サッカー選手の心理的競技能力は明らかになっていない．
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　そこで本研究では，次期日本代表を目指して各地域の代表として大会に出場した選手の心理的競技能力を把握すること

を目的とした．さらに，競技力と心理的競技能力の関係について明らかにするため，日本電動車椅子サッカー協会（Japan�

Powerchair�Football�Association，以下，JPFA）が作成しているJPFAブロックランキング制度を用いて検討した．

Ⅱ．方法
a．対象者

　本研究は，マルハンカップ第６回パワーチェアフットボールブロック選抜大会（以下，第６回PF大会）に出場するため

に大会登録した選手52名のうち，競技者数が少ない女子選手と大会当日体調不良等で欠場した選手やアンケート調査の同意

を得られなかった選手を除いた男子選手34名（年齢：26.9±9.6歳，競技歴：9.2±4.3年）を対象とした（回答率65.4％）．第

６回PF大会は，JPFAが主催する国際ルールに基づく大会（最高速度規定10km／h以下で各ブロックの代表チームが試合を

行う大会として2009年から開催）である．

　すべての対象者において，国内最高峰の大会である日本電動車椅子サッカー選手権大会（以下，選手権大会；国内規定に

より最高速度規定６km／h以下）に出場経験があった．国際大会への出場経験については，２名が第１回FIPFAワールドカッ

プ（2007年開催地日本）に出場経験があり，５名が第２回FIPFAワールドカップ（2011年開催地フランス）に出場経験があっ

た．第１回と第２回に連続して出場した選手は２名であった．また，第１回アジア太平洋オセアニアカップ（APO�CUP）

に出場した選手は９名であった．

　また，競技力の差について検討するため34名の対象者を，上位群（n＝15，年齢：23.3±7.5歳，競技歴：10.3±4.7年）と

下位群（n＝19，年齢：29.6±10.2歳，競技歴：8.4±3.8年）に分類した．上位群と下位群の分類には，JPFAが定めるJPFA

ブロックランキング制度を用いた．上位群は，ブロックランキング１位から３位（関東ブロック，九州ブロック，関西ブロッ

ク）を，下位群は，４位以下（北陸ブロック，中部ブロック，中国ブロック，北海道ブロック）とした．なお，四国ブロッ

クは本大会に出場していない．

　調査を行うにあたり，JPFA代表強化委員会と連携してインフォームド・コンセントを実施し同意を得た．

b．調査方法

　心理的な競技能力についての調査には，心理的競技能力診断検査（DIPCA.�3；Diagnostic�Inventory�of�Psychological-

Competitive�Ability�for�Athletes，トーヨーフィジカル）を用いた．調査は，大会前日に滞在先のホテルにおいて行った．

自筆が困難な対象者の回答については，介助者の協力を得て行った．

　DIPCA.�3は，スポーツ選手に必要な試合場面での心理的能力（精神力）が評価できる．52の質問項目で構成され，競技

意欲（忍耐力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲），精神の安定･集中（自己コントロール能力，リラックス能力，集中力），

自信（自信，決断力），作戦能力（予想力，判断力），協調性（協調性）の５因子12尺度の心理的競技能力に分けて診断する

ことができる．また，５つの因子の得点を合計し，総合的に５段階に評価できる（総合判定；５：非常に優れている，４：

やや優れている，３：もう少し，２：やや低い，１：かなり低い）．なお，各質問項目に対する回答は，「いつもそうである

（90−100％）」，「しばしばそうである（70％）」，「ときどきそうである（50％）」，「ときたまそうである（25％）」，「ほとんど

そうではない（０−10％）」の５段階である．

c．JPFAブロックランキング制度

　JPFAは，登録加盟しているチームを活動地域別に８つのブロック（北海道，関東，北陸，中部，関西，中国，四国，九州）

に分けている．また，JPFAが主催する日本最高峰の大会と言われる選手権大会の出場枠の決定や組み合わせの抽選のため

のポイント制を導入し，ブロックの順位を決定する基準となるブロックランキング決定方法を実施している．ブロックラン

キングとは，選手権大会における各ブロック所属チームの成績から算出される「ポイント数」と過去５回の日本選手権大会

で獲得したポイント数から算出される「累計ポイント数」で決定される．2014年度のブロックランキングは，１位関東ブロッ
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ク，２位九州ブロック，３位関西ブロック，４位北陸ブロック，５位中部ブロック，６位中国ブロック，７位北海道ブロック，

８位四国ブロックの順であった．

d．統計処理

　データは，平均値±標準偏差（Mean±SD）で示した．上位群と下位群の比較には対応のない�t�検定を用いた．F検定に

よる等分散の検定を行い，等分散が認められない場合にはWelchの検定による自由度の修正を行った．統計的有意水準は５％

未満とした．

Ⅲ．結果及び考察
１．対象者の心理的競技能力

　第６回PF大会出場選手の心理的競技能力を表１に示した．本研究の対象者の心理的競技能力は，電動車椅子サッカー日

本代表候補選手等を対象としたこれまでの報告１，２）と同様，高い得点を示した（表１）．特に総合得点は，全国レベルの選

手を対象とした報告４，５，６，７，10，14）や車椅子バスケットボール選手を対象とした報告17）と比較しても高い得点であった．こ

のことは，本大会に出場した選手の心理的競技能力が高かったことを示唆する．一般に，心理的競技能力は競技レベルの

高い選手ほど高いこと13，14）が報告されている．本研究の対象者は，各ブロックを代表して大会に出場した選手たちであり，

すべての対象者に選手権大会への出場経験があった．さらに，日本代表として国際大会に出場した者も含まれており，競技

力の高い選手たちであったためであると考えられた．一方，心理的競技能力は個人種目に比べて団体種目で高いこと11）や非

レギュラーと比較してレギュラーで高いこと３，５，６，９，17）が報告されている．電動車椅子サッカーは，“足を使わないサッカー”

と呼ばれる重度の身体障害を持つ者が１チーム４名で得点を競い合う団体競技１，２）である．そこで，電動車椅子サッカー選

手の競技力と心理的競技能力の関係を明らかにするため，本大会に出場したブロック代表チームをJPFAが導入しているブ

ロックランキングを適用して，上位群と下位群に分類して比較検討した．

Mean ± SD
※※：：p<0.01 vs. 下位群

※：p<0.05 vs. 下位群

66.9 ± 8.7 69.3 ± 6.1 65.0 ± 10.0

忍耐力 16.9 ± 3.5 17.5 ± 3.0 16.5 ± 3.9

闘争心 17.9 ± 3.4 18.9 ± 2.6 17.0 ± 3.8

自己実現意欲 16.6 ± 2.2 16.9 ± 2.1 16.4 ± 2.3

勝利意欲 15.5 ± 2.7 16.0 ± 2.4 15.1 ± 3.0

50.6 ± 9.2 53.7 ± 7.4 48.1 ± 9.9

自己コントロール能力 16.6 ± 3.3 18.1 ± 2.6 ※ 15.5 ± 3.3

リラックス能力 16.1 ± 4.3 17.1 ± 3.5 15.3 ± 4.8

集中力 17.8 ± 2.1 18.5 ± 1.8 17.3 ± 2.3

29.0 ± 7.3 32.5 ± 6.5 ※ 26.3 ± 6.8

自信 14.1 ± 4.0 15.8 ± 3.7 ※ 12.8 ± 3.7

決断力 14.9 ± 3.6 16.7 ± 2.9 ※※ 13.4 ± 3.4

28.6 ± 6.3 30.4 ± 7.3 27.2 ± 5.2

予測力 14.1 ± 3.4 14.7 ± 4.0 13.5 ± 2.9

判断力 14.5 ± 3.3 15.7 ± 3.6 13.6 ± 2.9

18.0 ± 2.5 19.1 ± 2.1 ※ 17.2 ± 2.6

協調性 18.0 ± 2.5 19.1 ± 2.1 ※ 17.2 ± 2.6

193.1 ± 26.8 204.9 ± 20.7 ※ 183.7 ± 27.8

協調性

自信

精神の安定･集中

総合得点

91=n51=n43=n
5因子と12尺度

作戦能力

競技意欲

下位群上位群出場男子選手

表１ ．マルハンカップ第６回パワーチェアフットボールブロック選抜大会出場男子選手の上位群

と下位群における心理的競技能力の５因子と12尺度得点の比較
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２．上位群と下位群の心理的競技能力の比較

　DIPCA.�3により算出された心理的競技能力を表１に示した．本研究における総合得点は，上位群で下位群と比較して有

意に高い得点を示した（t（32）＝2.45，p＜0.05）．また，総合得点を決定する５つの因子のうち２つの因子（「自信」（t（32）

＝2.69，p＜0.05）と「協調性」（t（32）＝2.24，p＜0.05））で上位群が下位群と比較して有意に高い得点を示した．その他

の３つの因子（「競技意欲」，「精神の安定・集中」，「作戦能力」）においても，有意な差は認められなかったが，上位群が下

位群と比較して高い得点を示した．このことは，「自信」や「作戦能力」は競技レベルに比例する報告６）や競技力の高い選

手ほど得点が高いという報告13，14）と一致する．また，５つの因子を構成する12の下位尺度では，自己コントロール能力（t（32）

＝2.41，p＜0.05），自信（t（32）＝2.30，p＜0.05），決断力（t（32）＝2.93，p＜0.05），協調性（t（32）＝2.24，p＜0.05）

の得点で上位群が有意に高い得点を示した．その他８つの尺度（忍耐力，闘争心，自己実現意欲，勝利意欲，リラックス能力，

集中力，予測力，判断力）においても，有意な差は認められなかったが，上位群が下位群と比較して高い得点を示した．

　心理的競技能力は，競技歴10，16）や大会参加経験６，14，17）によって影響を受けることが明らかとなっている．本研究の上

位群と下位群の競技歴には有意な差は認められなかった．しかしながら，上位群には，国際大会に出場した選手が多く含ま

れていたことから，上位群の競技力は高かったと考えられる．また，大会参加経験において上位群には，競技人口が多く，

JPFAに登録加盟しているチーム数も多いブロックが含まれていた（関東ブロック６チーム，関西ブロック９チーム）．特に，

関東ブロックや関西ブロックは，ブロックが主催する大会やブロック内におけるリーグ戦を開催しており，大会や試合の経

験値は高いと考えられる．これらのことから，本研究では具体的な大会参加経験の数については把握していないが，上位群

の選手の心理的競技能力の高さは，選手権大会だけでなく，ブロックが主催する大会やリーグ戦などの豊富な大会参加経験

に起因すると考えられた．今後，大会参加経験数との関係についても検討する必要がある．

　上位群で有意に高い得点が認められた「自信」因子は，12の下位尺度のうち，自信（能力，実力発揮，目標達成への自信」

と決断力（思い切り，すばやい決断，失敗を恐れない決断）で構成される．自信は競技力13，14）や大会参加経験６，14，17）によ

り影響を受けることが報告されている．また，自信が高いものは積極的なプレイを選択する傾向がある15）といわれている．

このことは，自信がある者は決断力に優れていることを示唆する．決断力は，勝敗を分ける厳しい試合状況や相手やボール

などのさまざまな状況から，そのときにもっとも有効なプレイを選択する選択肢の多さが行動を決定する12）ために重要な要

素である．これは，瞬時の反応や対応が求められる電動車椅子サッカーにおいて重要な能力の一つであると考えられる．本

研究における自信と決断力の尺度得点は，上位群が下位群と比較して有意に高かった．本研究の対象者は，各ブロックから

選抜された選手であり，競技力が高く試合経験値が豊富であるだけでなく，ブロックを代表しているという自負を持ってい

たと考えられる．さらに，上位群には過去５回の大会での優勝経験があるチームが含まれていた（関東ブロック代表；３回，

関西ブロック；１回）．このことが上位群で高い得点をもたらした要因であると考えられた．

　電動車椅子サッカーは，ジョイスティック型のコントローラーを自身の身体能力の許す箇所（手や指，アゴなど）を使っ

て巧みに操りプレイする競技である．筋ジストロフィーや脊髄性筋萎縮症など重度の障害を持つ選手の多くは，自ら体幹を

支えることも困難であり視野も限られている．そのため，ボールの軌道を予測し次のプレイについて決断して動き出さなけ

ればならない．さらに，ボールをコントロールする際は，相手の車椅子との距離も考慮しなければならず，素早い判断力が

必要となる．競技スポーツにおいて，勝利を得るためには，戦術を生かす作戦能力が必要である５）．心理的な競技能力の中で，

「作戦能力」因子は，予測力（作戦の的中，作戦の切り替え，勝つための作戦）と判断力（的確な判断，冷静な判断，すば

やい判断）で構成される．本研究において，予測力と判断力は，有意な差は認められなかったが，上位群が下位群と比較し

て高い得点を示した．予測力は，多くの試合に参加する中で身につく16）ことから，競技力が高いだけでなく，試合経験も豊

富な上位群で高い得点を示したと考えられた．

　また，作戦を生かすために集中力と同様に必要な能力として，自己コントロール能力（自己管理，いつものプレイ，身体

的緊張のないこと，気持ちの切り替え）がある５）．本研究において自己コントロール能力は，上位群で有意に高い得点を示

した．自己コントロール能力は，試合の展開に重要であり，競技力の高い者において高いことが報告５，13，14）されている．また，

大会への参加経験が多いほど高いことも報告13）されている．これは，試合経験が，試合出場時の緊張感を適度にコントロー
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ルし，最大限のパフォーマンスを発揮するための術として重要であることを示唆する．

　一方，「協調性」因子について，競技力において差は認められないと報告７，14）されている．しかしながら，個人競技より

も団体競技の選手で優れているとの報告11）や，長期合宿や遠征を通して他者との協調が求められることによって高まること

が報告４）されている．内田16）は，競技志向の者は，勝利へ向けてチームメイトと協力し合う機会が多いために高いことを

報告している．本研究の対象である電動車椅子サッカー選手の多くは，先天的な重度の身体障害を持っている．先天的な障

害を持つ者の身体的状況は，それが常態でありその状態について違和感はない８）といわれている．しかしながら，24時間介

護を必要とするだけでなく，呼吸器を装着しながらプレイする選手などサッカーを続けることが生命と表裏一体となってい

る．そのため定期的な練習に参加することができない選手も多く，普段からMailやSNS等を使ってコミュニケーションをと

ることが多い．これは，日本代表選手１，２）においても同様であった．これは，重度の身体障害を持つ電動車椅子サッカー選

手の特性であると考えられる．本研究の上位群に含まれる関東ブロックは，ブロック選抜チームを作り上げるために３段階

のセレクションを経てチームを結成してきた．また，ブロック管内に日本電動車椅子サッカー協会登録チームが１チームし

かない九州ブロックは，登録チームがそのままブロック代表として出場していた．さらに，関東ブロックに所属する選手の

中には，日本代表選手として活躍してきた選手が６名中５名含まれており，選手間の戦術等に対する共通認識や完成度が高

かったと考えられる．これらの選手同士のつながりが上位群の「協調性」の因子得点の高さに影響を及ぼしたと考えられた．

Ⅳ．まとめ
　次期日本代表を目指して各地域で活躍する選手に着目し，国際ルールに基づく大会に出場した選手の心理的競技能力を把

握することを目的とした．以下の結果を得た．

１．本大会に出場した電動車椅子サッカー選手の心理的競技能力の総合得点が高かった．

２�．上位群は，下位群と比較して，自信と協調性因子得点で有意に高い得点を示し，競技力の差が心理的競技能力に関係す

ることが明らかとなった．

３．上位群における心理的競技能力の高さは，競技力の高さに加えて，試合経験数の多さによるものと考えられた．

４．上位群における「協調性」の高さは，選手同士のつながりによるものと考えられた．

　これらのことから，本大会に出場した電動車椅子サッカー選手の心理的な競技能力は，競技力により影響を受けることが

明らかとなった．
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